
 

 

 

 

 

令 和 7 年 度 授 業 計 画 
―幼児教育学科― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山短期大学 
  



幼児教育学科の教育方針 

 

建学の精神「教育三綱領」 

自律創生：道徳心を備えた実践的な行動力を修得する。 

信念貫徹：目標を達成する継続的な学びと努力を実践する。 

共存共栄：社会人の基礎力を修得し進んで世界の平和に貢献する。 

 

教育理念 

岡山短期大学の教育理念は、学生一人ひとりが強い信念をもち、それぞれが志した学

習目標を達成し、本学で修得した知識、技能および免許・資格を活かした進路を確実に

得、本学および社会の発展に寄与する人材を育てることである。そしてそのために、本

学はアセスメント・ポリシーに基づく高等教育の質保証を図り、保育者養成の教育目標

を達成することを使命とする。 

 

教育目標 

幼児教育施設（幼稚園、保育所、幼保連携型認定こども園）の現場で、幼児教育（環

境を通して行う教育）とは何かを考え、「資質・能力」「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を意識し、保育指針の「乳児・１歳以上３歳未満児の保育」を理解し、乳児期

の保育や子どもの育ちをとらえて、幼児期への学びの連続性を考えることができる保育

者を養成する。 

本学科の保育者養成の教育目標 

①Society 5.0 時代の AI に代表される技術革新の進歩や IoT の広がり、世界のグロー

バル化や流動化など、日本社会や世界の状況の 20 年後の将来に対応できる力の基礎

を育むことができる保育者を養成する。 

②幼児教育において育みたい「資質・能力」の三つの柱「知識及び技能の基礎」・「思

考力、判断力、表現力等の基礎」・「学びに向かう力、人間性等」を育成することの

できる保育者を養成する。 

③幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）「健康な心と体」「自立心」「協同

性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考力の芽生え」「自然

との関わり・生命尊重」「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」「言葉によ

る伝え合い」「豊かな感性と表現」を育むことに向けて指導ができる保育者を養成す

る。 

④すべての子どもが安心して過ごせるよう、子どもの気持ちに寄り添い、子どもの生

活状況や実態に合わせて気持ちが前向きになるよう満たすような働きかける養護と

幼児教育を一体的に展開するために、保育の実際を評価し保育を改善し続けること

ができる保育者を養成する。 

 



更に、卒業後の目標として、次の、公務員となる公務員養成コース、及び Society 5.0

時代の保育者となる Society 5.0 保育者養成コースを設ける。 

 

※ Society 5.0 とは（内閣府 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/） 

 サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシス

テムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）であ

る。 

 狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報

社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、第 5 期科学技術基本計画（平成

28～令和 2年度）において我が国が目指すべき未来社会の姿として初めて提唱された。 

Society 5.0 で実現する社会は 

 IoT（Internet of Things）で全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共有

され、今までにない新たな価値を生み出すことで、これらの課題や困難を克服する。 

 また、人工知能（AI）により、必要な情報が必要な時に提供されるようになり、ロ

ボットや自動走行車などの技術で、少子高齢化、地方の過疎化、貧富の格差などの課題

が克服される。 

 社会の変革（イノベーション）を通じて、これまでの閉塞感を打破し、希望の持て

る社会、世代を超えて互いに尊重し合あえる社会、一人一人が快適で活躍できる社会と

なる。 

 

公務員養成コース 

基礎教育科目の「公務員講座（A）」「公務員講座（B）」で公務員試験出題科目を集中的

に学習すると共に、「卒業予備研究」「卒業研究（A)」を通して集中的に公務員試験受験

のための社会人基礎力を獲得し公務員試験に合格する。 

 

Society 5.0 保育者養成コース 

基礎教育科目の「ソサエティ 5.0 理解」「情報処理基礎」「情報処理演習」「ICT リテラ

シー（A）」及び「ICT リテラシー（B）」の学習を通して Society 5.0 時代の保育者に必要

な ICT 技術を修得すると共に、「卒業予備研究」「卒業研究（A）」「卒業研究（B）」で「模

擬保育室」の Society 5.0 化を研究し Society 5.0 時代の保育者になる。 

 

学生の学習成果 

本学で学ぶ学生の卒業時の学習成果は、建学の精神「教育三綱領」の基に、自律した

信念のある社会人となることである。 

学科の専門学習では、Society 5.0 時代の現場に即応する保育者（幼稚園教諭・保育士）

になるため、学科の教育課程（基礎教育科目および専門教育科目）の学習をとおして、

次の学習成果を獲得する。 

 



Ⅰ．専門的学習成果 

幼児教育施設（幼稚園、保育所、幼保連携型認定こども園）の現場で、幼児教育（環

境を通して行う教育）とは何かを考え、「資質・能力」「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を意識し、保育指針の「乳児・１歳以上３歳未満児の保育」を理解し、乳児期

の保育や子どもの育ちをとらえて、幼児期への学びの連続性を考えることができる能力

を獲得する。 

 

Ⅱ．汎用的学習成果 

社会人として求められる態度、信念、意見、価値、コミュニケーション能力を獲得す

る。社会人としての責任を果たすために必要な倫理観や価値観、自己管理の能力を、ま

た職業生活や社会生活で必要な情報リテラシーや数量的スキル、人との関わりに必要な

論理的思考、自己表現、他者理解、問題解決の能力を獲得する。 

 

卒業認定・学位授与の方針 

学位：短期大学士（幼児教育学） 

Society 5.0 時代の現場に即応する保育者になるため、学科の教育課程（基礎教育科目

および専門教育科目）の学習を通して科目の単位を修得し、学則に規定する卒業に必要

な単位を修得した者に学位を授与する。 

卒業認定の際に獲得していることを求める学習成果は次のとおりである。 

Society 5.0 時代の現場に即応できる保育者に求められる専門的学習成果と社会人・職

業人として求められる汎用的学習成果を獲得している。 

 

教育課程編成・実施の方針 

卒業要件として学生が修得すべき単位数について、学生が 1学期に履修科目として登録

することができる単位数の上限を 30 単位とするため、基礎教育科目及び専門教育科目と

合わせた単位の上限を 30 単位とし、可能な限り 25 単位に近づけるように科目を開講す

る。 

専門教育科目の編成と実施 

幼稚園教諭二種免許状取得に必要な科目と、保育士資格取得に必要なカリキュラムを

編成する。 

授業の実施は、専門的学習成果のみではなく汎用的学習成果も獲得できるように実施

する。 

基礎教育科目の編成と実施 

免許法施行規則の第 66 条の 6 に定める科目と共に、卒業後、公務員となる公務員養成

コース及び Society 5.0 時代の保育者となる Society 5.0 保育者養成コースに必要な授業

科目を編成する。 

意欲ある学生に対して図書館司書を取得できる科目を編成し、実施する。 

 



入学者受け入れの方針 

本学に入学する人物には、次のような資質・能力を求める。 

・自分のなりたい保育者像が明確である。 

・子どもが好きで、心身ともに健康で、何事にも積極的である。 

・幼稚園教諭免許と保育士資格の両方を取得し、卒業後保育者として働く意志が強い。 

・Society 5.0 時代に必要なスキルの修得意識が強い。 

・本学での学習に必要な一定水準の学力を身に付けている。 

・体育や図画工作、音楽が好きで、特にピアノについては、基礎技能を身に付けよう

と努力できる。 

  



履修にあたって 
 
必修科目……各学科の教育目標を達成する為に必ず履修しなければなりません。１科

目でも不認定になると卒業できませんので、授業の教育目標・教育方法・単位認定基

準をよく読んで、授業のアウトラインをつかんで履修して下さい。 

 
選択必修科目……一定の授業科目群のなかから自分で履修する授業科目を選択するこ

とができますが、その授業科目群に定められた必修単位数は必ず修得しなければなり

ません。 

 
選択科目……自分の目的にあわせて選択履修することができます。授業の内容をみて

興味のある授業科目や、自分の希望する職業また取得したい資格に必要な知識、技術

と照らしあわせながら選択して下さい。 

 

カリキュラム表及び担当教員掲載頁一覧 

注 1)一般教育科目 

授業科目 必修 選択 計 担当教員名 職名 

 注 2) 注 3)  注 4) 注 5) 

 

注１）一般教育科目について具体的に自分の学年でどの授業科目がいつ開講されてい

るかは、「学生のしおり」の授業科目時間配当表を参照して下さい。 
 
 
注２）単位数が記載されている科目は必修科目です。１単位でも落とすと卒業できま

せん。又、２つ以上の授業科目にわたって単位数が記載されている場合は、選択必修

科目でその区分の選択科目のなかから、定められた必修単位数を修得しなければなり

ません。 

 
注３）注２）に単位数の記載がない授業科目で、ここに単位数が記載されている科目

は選択科目です。各資格取得に必要な科目もありますので、詳しくは「学生のしお

り」を参照して下さい。 

 
注４）各授業科目の担当教員名とその授業科目のシラバス掲載頁を明記しています。

一つの授業科目を複数の教員が担当している場合もあるため、必ず時間割で自分のク

ラスの担当教員名を確認して下さい。 

 
注５）岡山学院大学の教員、非常勤の教員は職名の後に（兼）と記載してあります。 



【令和 7年度版】 

科目ナンバリングについて（岡山短期大学） 

 

科目ナンバリングとは、授業科目に適切な番号を付し分類することで、学習の段階や順

序等を表し、教育課程の体系性を明示するための仕組みです。 

 

（例）教育心理学・・・CC23B1a201-AAA 

 

CC 23 B 1a 201 － A A A 

① ② ③ ④ ⑤  ⑥ ⑦ ⑧ 

 

①開講学部・学科
幼児教育学科 ＣＣ

②学問領域(科目区分)
Society5.0保育者養成 11

公務員養成 12
共通 13
その他 10
教職 21
保育士 22

教職・保育士 23
その他 20

基礎教育科目

専門教育科目

③授業形態
講義 Ａ
演習 Ｂ

実験・実習・実技 Ｃ
その他 Ｚ

④学習水準(配当年次)　学年+記号
前期 a
後期 b

通年（前期始まり） c
通年（後期始まり） d

その他 z

⑤識別番号
基礎教育科目 101～
専門教育科目 201～

⑥卒業必修／選択
⑦教職必修／選択
⑧保育士必修／選択

必修 Ａ
選択必修 Ｂ
選択 Ｃ

本学規程による必修扱い Ｄ
本学規程による選択必修扱い Ｅ
実習規則による必修扱い a

実習規則による選択必修扱い b
該当なし 0  

 



 

●基礎教育科目ナンバリング

授　業　科　目 必修 選択 計

ソ サ エ テ ィ 5.0 理 解 2 2 CC11A1a101 - B00

高 梁 川 流 域 圏 の 活 性 化 2 2 CC13A1a120 - B00

STEAM 教 育 の 理 論 と 実 践 1 1 CC13B1b121 - B00

日 本 国 憲 法 2 2 CC13A1b104 - BA0

情 報 処 理 基 礎 2 2 CC13A1a105 - BB0

情 報 処 理 演 習 1 1 CC13B1b106 - BB0

Ｉ Ｃ Ｔ リ テ ラ シ ー （ A ） 1 1 CC13B2a107 - BB0

Ｉ Ｃ Ｔ リ テ ラ シ ー （ B ） 1 1 CC13B2b108 - BB0

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 2 2 CC13B2b122 - B00

キ ャ リ ア ガ イ ダ ン ス 1 1 CC13B1a109 - BA0

英 語 （ A ） 1 1 CC13B1b110 - BA0

英 語 （ B ） 1 1 CC13C1a111 - BAA

体 育 実 技 1 1 CC13A2b112 - BAA

体 育 理 論 1 1 CC13B1a113 - B00

基 礎 音 楽 1 1 CC12B1a114 - B00

公 務 員 講 座 （ 一 般 教 養 ） 1 1 CC12B1a123 - B00

公 務 員 講 座 （ 教 職 教 養 ） 1 1 CC13B1b124 - B00

ク ラ ブ 活 動 1 1 CC13B1a117 - B00

保 育 者 基 礎 演 習 2 2 CC13B1a119 - B00

合             計 10 25 25

基

礎

教

育

科

目

10

科目ナンバー



 

●幼児教育学科専門教育科目ナンバリング

授　業　科　目 必修 選択 計

教 育 心 理 学 2 2 CC23B1a201 - AAA

特 別 支 援 の 方 法 ・ 保 育 と 理 解 2 2 CC23B1a260 - CAA

発 達 心 理 学 Ⅰ 2 2 CC22A1b203 - C0A

臨 床 心 理 学 ( Ａ ) 1 1 CC22B1a204 - C0E

保 育 者 論 ・ 教 師 論 2 2 CC23A1a261 - AAA

教 育 原 理 2 2 CC23A1a207 - AAA

教 育 制 度 論 2 2 CC21A2a208 - CA0

幼 児 理 解 及 び 保 育 相 談 2 2 CC23A1b209 - CAA

事 前 ・ 事 後 指 導 1 1 CC21C1d210 - CA0

幼 稚 園 教 育 実 習 4 4 CC21C2a211 - CA0

保 育 ・ 教 職 実 践 演 習 （ 幼 稚 園 ） 2 2 CC23B2b262 - CAA

社 会 福 祉 2 2 CC22A1a213 - C0A

子 ど も 家 庭 支 援 論 2 2 CC22A1b214 - C0A

子 育 て 支 援 1 1 CC22B2a215 - C0A

子 ど も 家 庭 福 祉 2 2 CC22A2b216 - C0A

保 育 原 理 Ⅰ 2 2 CC22A1b218 - AbA

保 育 原 理 Ⅱ 2 2 CC22A2a219 - C0E

乳 児 保 育 Ⅰ 2 2 CC22A2a220 - C0A

乳 児 保 育 Ⅱ 1 1 CC22B2b221 - C0A

社 会 的 養 護 Ⅰ 2 2 CC22A2a222 - C0A

社 会 的 養 護 Ⅱ 1 1 CC22B2b224 - C0A

保 育 実 習 Ⅰ 4 4 CC22C2a226 - C0A

保 育 実 習 指 導 Ⅰ 2 2 CC22B1d227 - C0A

保 育 実 習 Ⅱ 2 2 CC22C2a228 - C0D

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 1 1 CC22B2a229 - C0D

子 ど も の 保 健 2 2 CC22A1a230 - C0A

子 ど も の 健 康 と 安 全 1 1 CC22B1b231 - C0A

子 ど も の 食 と 栄 養 2 2 CC22B2a232 - C0A

保 育 内 容 総 論 1 1 CC22B2b233 - A0A

教育課程論及び教育方法・技術論 2 2 CC23A1b234 - AAA

幼 児 と 健 康 1 1 CC23B1b235 - AAE

「 幼 児 と 健 康 」 の 指 導 法 2 2 CC23B2a236 - AAA

幼 児 と 人 間 関 係 1 1 CC23B2a237 - AAD

「 幼 児 と 人 間 関 係 」 の 指 導 法 2 2 CC23B2b238 - AAA

幼 児 と 環 境 1 1 CC23B2a239 - AAD

「 幼 児 と 環 境 」 の 指 導 法 2 2 CC23B2b240 - AAD

幼 児 と 言 葉 1 1 CC23B1a241 - AAE

「 幼 児 と 言 葉 」 の 指 導 法 2 2 CC23B1b242 - AAD

幼 児 と 表 現 Ⅰ 1 1 CC23B1a243 - AAA

「 幼 児 と 表 現 Ⅰ 」 の 指 導 法 1 1 CC23B1b244 - AAD

幼 児 と 表 現 Ⅱ 1 1 CC23B1b245 - AAA

「 幼 児 と 表 現 Ⅱ 」 の 指 導 法 1 1 CC23B2a246 - AAA

幼 児 と 音 楽 Ⅰ ( Ａ ) 1 1 CC22B1a247 - CaE

幼 児 と 音 楽 Ⅰ ( Ｂ ) 1 1 CC22B1b248 - CCE

幼 児 と 音 楽 Ⅰ ( Ｃ ) 1 1 CC23B2a249 - AAA

幼 児 と 音 楽 Ⅰ ( Ｄ ) 1 1 CC23B2b250 - AAE

幼 児 と 音 楽 Ⅱ ( Ａ ) 1 1 CC23B1b251 - AAE

幼 児 と 音 楽 Ⅱ ( Ｂ ) 1 1 CC22B2a252 - CCE

幼 児 と 体 育 ( Ａ ) 1 1 CC23B2a253 - AAA

幼 児 と 体 育 ( Ｂ ) 1 1 CC23B2b254 - AAE

幼 児 と 図 画 工 作 1 1 CC22B1a255 - CCE

児 童 文 化 2 2 CC22B1b256 - C0E

卒 業 予 備 研 究 1 1 CC20B1b263 - C00

卒 業 研 究 ( Ａ ) 1 1 CC20B2a258 - C00

卒 業 研 究 ( Ｂ ) 1 1 CC20B2b259 - C00

合             計 32 54 86

科目ナンバー

幼

児

教

育

学

科

専

門

教

育

科

目

 



   

カリキュラム表及び担当教員掲載頁一覧 

基礎教育科目 

授 業 科 目 必修 選択 計 担当教員名 職 名 掲載頁 備 考 

ソ サ エ テ ィ 5 . 0 理 解 

１０ 

２ ２ 尾崎 聡 教 授 Ⅰ －  1  

高 梁 川 流 域 の 活 性 化 ２ ２ 尾崎 聡 教 授 Ⅰ －  7  

STEAM教育の理論と実践 1 1 
山口 雪子 

尾崎 聡 

准教授 

教 授 
Ⅰ － 12  

日 本 国 憲 法 ２ ２ 近 勝彦 教 授（兼） Ⅰ － 17  

情 報 処 理 基 礎 ２ ２ 小松 正直 講 師（兼） Ⅰ － 20  

情 報 処 理 演 習 １ １ 小松 正直 講 師（兼） Ⅰ － 23  

I C Tリ テ ラ シ ー （ Ａ ） １ １ 吉田 升 准教授 Ⅰ － 26  

I C Tリ テ ラ シ ー （ Ｂ ） １ １ 吉田 升 准教授 Ⅰ － 29  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 1 1 吉田 升 准教授 Ⅰ － 32  

キ ャ リ ア ガ イ ダ ン ス ２ ２ 

尾崎 聡 

浦上 博文 

都田 修兵 

教 授 

教 授 

准教授 

Ⅰ － 35  

英 語 （ Ａ ） １ １ 花田 春香 講 師（兼） Ⅰ － 40  

英 語 （ Ｂ ） １ １ 花田 春香 講 師（兼） Ⅰ － 43  

体 育 実 技 １ １ 吉田 升 准教授 Ⅰ － 46  

体 育 理 論 １ １ 吉田 升 准教授 Ⅰ － 49  

基 礎 音 楽 １ １ 大羽 敬子 講 師（兼） Ⅰ － 51  

公務員講座（一般教養） １ １ 
尾崎 聡 

都田 修兵 

教 授 

准教授 
Ⅰ － 55  

公務員講座（教職教養） １ １ 
尾崎 聡 

都田 修兵 

教 授 

准教授 
Ⅰ － 60  

ク ラ ブ 活 動 １ １ 学科教員    

保 育 者 基 礎 演 習 ２ ２ 尾崎 聡 教 授 Ⅰ － 65  

合 計 １０ ２５ ２５     
 



   

専門教育科目 

 
授 業 科 目 必修 選択 計 担当教員名 職 名 掲載頁 備 考 

教 育 心 理 学 

 

２ 

 

 ２ 

 

大賀 恵子 教 授 Ⅱ －   1  

特別支援の方法・保育と理解  ２ ２ 大賀 恵子 教 授 

教 授 

Ⅱ －   6  

発 達 心 理 学 Ⅰ 

 

 ２ 

 

２ 

 

大賀 恵子 教 授 Ⅱ －  11  

発 達 心 理 学 Ⅱ 

 

 

 ２ 

 

２ 

 

開講せず    

発 達 心 理 学 Ⅲ 

 

 ２ 

 

２ 

 

開講せず    

臨 床 心 理 学 （ Ａ ） 

 

 １ 

 

１ 

 

開講せず    

臨 床 心 理 学 （ Ｂ ） 

 

 １ 

 

１ 

 

開講せず    

社 会 心 理 学 

 

 ２ 

 

２ 

 

開講せず    

保 育 者 論 ・ 教 師 論 

 

２  

 

２ 

 

都田 修兵 准教授 Ⅱ －  16  

教 育 原 理 

 

２ 

 

 ２ 

 

都田 修兵 准教授 Ⅱ －  22  

教 育 制 度 論 

 

 ２ 

 

２ 

 

都田 修兵 准教授 Ⅱ －  28  

幼 児 理 解 及 び 保 育 相 談 

 

 ２ 

 

２ 

 

大賀 恵子 教 授 Ⅱ －  34  

事 前 ・ 事 後 指 導 

 

 １ 

 

１ 

 

都田 修兵 准教授 Ⅱ －  39  

幼 稚 園 教 育 実 習 

 

 ４ 

 

４ 

 

都田 修兵 准教授   

保育・教職実践演習（幼稚園）  ２ ２ 

浦上 博文 

都田 修兵 

秋山 智代 

教 授 

准教授 

講 師 

Ⅱ －  43  

社 会 福 祉  ２ ２ 松尾 冀 教 授（兼） Ⅱ －  48  

子 ど も 家 庭 支 援 論  ２ ２ 大賀 恵子 教 授 Ⅱ －  52  

子 育 て 支 援  １ １ 大賀 恵子 教 授 Ⅱ －  57  

子 ど も 家 庭 福 祉  ２ ２ 松尾 冀 教 授（兼） Ⅱ －  62  

保 育 原 理 Ⅰ ２  ２ 都田 修兵 准教授 Ⅱ －  65  

保 育 原 理 Ⅱ  ２ ２ 都田 修兵 准教授 Ⅱ －  71  

乳 児 保 育 Ⅰ  ２ ２ 山上 幸子 講 師 Ⅱ －  74  

乳 児 保 育 Ⅱ  １ １ 山上 幸子 講 師 Ⅱ －  78  

社 会 的 養 護 Ⅰ  ２ ２ 片山 恵子 講 師（兼） Ⅱ －  82  

社 会 的 養 護 Ⅱ  １ １ 片山 恵子 講 師（兼） Ⅱ －  85  

保 育 実 習 Ⅰ  ４ ４ 

大賀 恵子 

山上 幸子 

吉田 升 

教 授 

講 師 

准教授 

  

保 育 実 習 指 導 Ⅰ  ２ ２ 

大賀 恵子 

山上 幸子 

吉田 升 

教 授 

講 師 

准教授 

Ⅱ －  88  

保 育 実 習 Ⅱ  ２ ２ 
大賀 恵子 

山上 幸子 

 

教 授 

講 師 
  

保 育 実 習 指 導 Ⅱ  １ １ 
大賀 恵子 

山上 幸子 

教 授 

講 師 

講 師 

Ⅱ －  91  

子 ど も の 保 健 

 

 

 

２ 

 

２ 

 

 野々上 敬子 教 授（兼） Ⅱ －  94  

子 ど も の 健 康 と 安 全 

 

 １ 

 

 

１ 

 

 

野々上 敬子 教 授（兼） Ⅱ －  96  

子 ど も の 食 と 栄 養 

 

 ２ 

 

 

２ 

 

内田 雅子 講 師（兼） Ⅱ －  98  

保 育 内 容 総 論 １  １ 

都田 修兵 

秋山 智代 

山上 幸子 

准教授 

講 師 

講 師 

Ⅱ － 102  



教育課程論及び教育方法・技術論 ２  ２ 

都田 修兵 

秋山 智代 

原田 俊孝 

堀口 のぞみ 

准教授 

講 師 

教 授 

講 師（兼） 

Ⅱ － 107  

幼 児 と 健 康 

 

１ 

 

 １ 

 

吉田 升 准教授 Ⅱ － 112  

「幼児と健康」の指導法 

 

２ 

 

 ２ 

 

吉田 升 准教授 Ⅱ － 116  

幼 児 と 人 間 関 係 

 

１ 

 

 １ 

 

尾崎 聡 教 授 Ⅱ － 120  

「幼児と人間関係」の指導法 

 

２ 

 

 ２ 

 

尾崎 聡 教 授 Ⅱ － 126  

幼 児 と 環 境 

 

１ 

 

 １ 

 

秋山 智代 講 師 Ⅱ － 132  

「幼児と環境」の指導法 

 

２ 

 

 ２ 

 

秋山 智代 講 師 Ⅱ － 136  

幼 児 と 言 葉 

 

１ 

 

 １ 

 

浦上 博文 教 授 Ⅱ － 140  

「幼児と言葉」の指導法 

 

２ 

 

 ２ 

 

浦上 博文 教 授 Ⅱ － 145  

幼 児 と 表 現 Ⅰ 

 

１ 

 

 １ 

 

吉田 升 准教授 Ⅱ － 151  

「幼児と表現Ⅰ」の指導法 

 

１ 

 

 １ 

 

吉田 升 准教授 Ⅱ － 155  

幼 児 と 表 現 Ⅱ 

 

１ 

 

 １ 

 

佐藤 尚宏 准教授 Ⅱ － 159  

「幼児と表現Ⅱ」の指導法 

 

１ 

 

 １ 

 

佐藤 尚宏 准教授 Ⅱ － 162  

幼 児 と 音 楽 Ⅰ （ Ａ ）  １ １ 

河原 真理 

荒木 淳子 

門田 晶子 

講 師 

講 師（兼） 

講 師（兼） 

Ⅱ － 165  

幼 児 と 音 楽 Ⅰ （ Ｂ ）  １ １ 

河原 真理 

荒木 淳子 

門田 晶子 

講 師 

講 師（兼） 

講 師（兼） 

Ⅱ － 170  

幼 児 と 音 楽 Ⅰ （ Ｃ ） １  １ 

河原 真理 

荒木 淳子 

門田 晶子 

講 師 

講 師（兼） 

講 師（兼） 

Ⅱ － 175  

幼 児 と 音 楽 Ⅰ （ Ｄ ） １  １ 

河原 真理 

荒木 淳子 

門田 晶子 

講 師 

講 師（兼） 

講 師（兼） 

Ⅱ － 180  

幼 児 と 音 楽 Ⅱ （ Ａ ） １  １ 大羽 敬子 講 師（兼） Ⅱ － 185  

幼 児 と 音 楽 Ⅱ （ Ｂ ）  １ １ 大羽 敬子 講 師（兼） Ⅱ － 189  

幼 児 と 体 育 （ Ａ ） １  １ 吉田 升 准教授 Ⅱ － 193  

幼 児 と 体 育 （ Ｂ ） １  １ 吉田 升 准教授 Ⅱ － 196  

幼 児 と 図 画 工 作 １  １ 佐藤 尚宏 准教授 Ⅱ － 199  

図 画 特 修 （ Ａ ）  １ １ 開講せず    

図 画 特 修 （ Ｂ ）  １ １ 開講せず    

児 童 文 学  ２ ２ 開講せず    

児 童 文 化  ２ ２ 尾崎 聡 教 授 Ⅱ － 203  

卒 業 予 備 研 究  １ １ 学科教員    

卒 業 研 究 （ Ａ ）  １ １ 学科教員    

卒 業 研 究 （ Ｂ ）  １ １ 学科教員    

合 計 ３３ ６４ ９７     
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令  和  7  年 度 教 育 計 画 （幼児教育学科） 

科目名 ソサエティ 5.0 理解 授業回数 15 単位数 2 担当教員 尾崎聡 

質問受付の方法：e-mail は osaki@owc.ac.jp、オフィスアワーは研究室（B308）土 0910～1040   

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

【教育目標】近未来社会の人間学 ※Society5.0 の技術的・情報学的な問題は ICT リテラシーの授業で学ぶ 

①来るべきソサエティ 5.0（超スマート社会）の概要と特色を理解する。ソサエティ 5.0 と

は政府が提案する「我が国が目指すべき近未来社会の姿」であり、科学技術基本計画に謳わ

れている。コンピュータが作り出すシミュレートされたサイバー空間（仮想世界）と目の前

の生々しいフィジカル空間（現実世界）が遊離するのでなく、個人や社会全体で上手に融合

し、巨大で複雑な情報（ビッグデータ）に基づいて生産や生活が営まれるので、時間や労力

の無駄がなく、長年の社会的課題（少子高齢化、地方の過疎・都市の過密、経済的格差、疾

病予防…）を解決しようとするものである。我々の人間性や社会性がしっかりと確率してい

れば犯罪利用を防ぎ、人間性を最優先できる社会が実現することも夢ではない。 

例えば現在でも家電製品、建物、乗り物、おもちゃなど日常的なものから、医療や介護の

用具から兵器に至る特殊なものまで、あらゆるものに AI が搭載され、それらがインターネ

ットでつながり、管理されている。これらに５G(ファイブ・ジー、第５世代移動通信システ

ム)が基盤として完全に整備され、４Gの１０倍の高速大容量・高信頼・低遅滞・多数同時接

続が稼働する時、我々人間はどのような生活を営み、どのような人生を送るようになってい

るのか、次世代を担う子ども達にはどのような影響があり、保育者はどのような環境設定や

教育をすればよいのか等についても考察し、将来の役に立てる。 

②人間とは何か、“現実空間からサイバー空間への移住”を求められようとしている人間は

今後どのような存在になっていくのか、について知り、じっくりと繰り返し考え、大学生と

して必要な初歩的な教養形成をはかる。 

【学生の学習成果】 

専門的学習成果：将来、仕事をしながら生きていくのに必要な「課題発見力、解決力、コミ

ュニケーション力」を身に着ける。 

汎用的学習成果：仕事だけでなく、社会生活、家庭生活も含めた人生の営み全体に必要な「態

度・信念・意見」と教養を身に着ける 

教

育

方

法 
授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

担当教員が準備し、進行させていく講義である。受講生の専門領域を配慮して授業の

ラインナップを構成し、題材を準備する。授業中は対話という双方向的要素も取り入

れて受講生の頭脳を活性化させながら進めていく。 

予
習
・
復
習 

大学設置基準第 21条中の「１単位の授業科目は 45 時間の学修を必要とする内容をも

つて構成することを標準とする」により予習・復習を義務付ける。「1単位 45 時間の計

算による。この授業は２単位なので授業 90分（2時間として計算）×15 回＝30 時間、

予習 90分（2時間として計算）×15 回＝30 時間、復習 90分×15 回＝30 時間、総計

90 時間を要する。 

テ
キ
ス
ト 

特にテキストは指定しないが、毎回参考資料をプリントで配布する。 
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学

習

評

価

の

方

法 

【達成基準】 

①来るべきソサエティ 5.0（超スマート社会）の概要と特色、今後数十年間の人類の生活や

人間の生き方、加えて次世代を担う子ども達への影響や保育者としての役割について理解し

ている。（筆記試験の 50％＝知識） 

②人類とは何か、人間とは何か、人間に求められる倫理や道徳は何かについて知り、じっく

りと繰り返し省察出来ており、大学生として必要な初歩的な教養が形成されている。（筆記

試験の 50％＝倫理） 

以上を筆記試験において証明すること。 

【試験方法について】 

自筆ノート（ルーズリーフはバインダーから外してクリップ等で留める）持ち込み可。 

【評価方法】 

・専門的学習成果 

筆記試験：授業領域に関する用語や事例の説明および数百字の論述を課する（70％） 

シャトルカード：授業領域等への興味・関心、理解について評価に入れる（30％） 

・汎用的学習成果 

授業態度を評価する。但し、半期における人間的成長についても配慮する。 

注
意
事
項 

参考図書は古今東西の名著から折に触れて指示する 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 （例）政府広報「Society 5.0」Cast上白石 
■講義内容：ソサエティ 5.0（Society5.0）とは何か 

①ソサエティ 5.0 の意味（歴史的意味） 

・ソサエティ 1.0 狩猟社会 技術革新＝道具による狩猟、キャンプ生活、移動しながら暮

らす 

・ソサエティ 2.0 農耕社会 技術革新＝食料の増産と貯蔵、村を作る、定住する、城壁を

造る、戦いの激化 

・ソサエティ 3.0 工業社会 技術革新＝蒸気機関と内燃機関の発明、自動車や飛行機で世

界を移動する、地球規模の戦い、宇宙空間への進出 

・ソサエティ 4.0 情報化社会・スマート社会 技術革新＝コンピュータとインターネット、

家に居ながら世界とつながる 

・ソサエティ 5.0 超スマート社会 技術革新＝ＡＩ・ＶＲ・ロボット、現実空間から旅立

ち仮想空間で暮らす、2030 年頃か或いは 2050 年頃の世界 

②ソサエティ 5.0 のイメージ（どんな生活になっていくか） 

■作業 

①親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）IoT（Internet of Things インターネ

ットにつながった冷蔵庫）、AI(Artificial Intelligence 人工知能)、ロボット（robot 人

に代わって労働する機械） 

②“スマート”という言葉の意味と実例を検索してみよう。賢い、おしゃれ、ハイテクな、

精密で高感度な、情報処理機能を持った、高度に知的な… 

■考察 

ソサエティ 5.0 の善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみよ

う。（例）身代わりロボット（自分の代わりに学校に行ってくれる→自分の代わりにコンサ

ートに行っといてくれる→自分の代わりにデートしておいてくれる…） 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ（例）保育業務スケジュール管理アプリ「ほいっくまシフト」 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 

２

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0（超スマート社会）の前段階、ソサエティ 4.0（情報化社会、

スマート社会）のこと  

■作業：①情報社会の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）インターネット、掲示板、ブログ、SNS、

オフ会、ネットゲーム、コントローラー（左右の６本指を自由に操る子供たち） 

■考察：情報社会の善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみ

よう。（例）ユートピア、サイバーパンク、ネット予約 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シート（ノ

ートに貼る）の予習復習欄に書く。 

３ 

回 

■講義内容： ソサエティ 5.0 と ICT（Information and Communication Technology）、ITは

情報技術、ICTは情報通信技術（技術の“使い方”まで範囲に入る） 

■作業：①ITと ICTの言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。 

■考察：IT、ICTの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみ

よう。（例） 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 
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４ 

回 

■講義内容： ソサエティ 5.0 と IoT（Internet of Things） 情報・知識の共有 

■作業：①IoTの言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）自動操縦、自動車のインターネット化、

旅先からスマホで遠隔操作できる猫トイレ…、 

■考察：IoTの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみよう。 

（例）旅先からスマホで家の中をモニタリングする、子どもや認知症高齢者の現在地や行動

履歴を常時監視できる GPSアイテム、子ども・家族…ペット…恋人の常時監視 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 

５ 

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0 と AI(人工知能) 情報分析の負担軽減 

■作業：①AI（Artficial Intelligence）の言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）お掃除ロボット（ルンバ）、自動運転、

Siri（Speech Interpretation and Recognition Interface）、感情のあるロボット Pepper(ペ

ッパー)、将棋 AI（PONANZA） 

■考察： AIの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみよう。 
■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 

６

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ロボット、無人ロボット・支援ロボット→労働環境改善と危険回避 

■作業：①ロボット（robot）の言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）ロボット（人に代わって労働するタイ

プ、人間が働かなくてもよい）、アンドロイド（容姿を誰かにそっくりに作っているタイプ、

死んだ人の代わり）、オートマタ（自動人形、自分の意思はないタイプ、外形は重視）。 

■考察： ロボットの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えて

みよう。(例)介護支援ロボット、保育支援ロボット、ロボット兵士 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。■映像におけるソサエティ 5.0 

７ 

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容： ソサエティ 5.0 と映像技術 VR/AR/MR/SR VR（Virtual Reality） 医療支

援 VRソフト「オザイリクス」（OsiriX）内臓を３Dで表現し医師・看護師・技術者でイメー

ジ共有、手術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」（VRソフトと組み合わせてミリ以下の手術、GPS

で臓器の裏側まで把握） 

■作業：①VRの言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）観光客誘致、名古屋城問題、「お城の天

守閣を木造復元するのがよいか、スマホをかざして ARで、あるいはゴーグルを付けて VRで

出現させて、戦場体験までできるのがよいか」 

■考察：VR の善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみよう。 

（例）３D画像を使った手術支援ロボット（ダ・ヴィンチ）、ゲーム依存、引きこもり 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 
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８

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0 と輸送技術、ドローン（drone 蜂）、輸送物流効率化と地域格

差是正 

■作業：①ドローンという言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）トイドローン、ドローン芸人、宅配ド

ローン、『スローな武士にしてくれ』（ＮＨＫのクローンスタッフが４Ｋスーパースローカメ

ラを搭載したドローンで撮影する） 

■考察：ドローンの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみ

よう。（例）災害救助ドローン、医療ドローン、殺人ドローン、無人戦闘航空機、観光ドロ

ーン 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 

９

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0 と情報の作られ方、ビッグデータ、（例）携帯電話位置情報か

ら地域住民の動きを把握（コロナウィルス感染対策）→都市封鎖、購入履歴・閲覧履歴→購

入提案（刻々と入ってくる商品情報→あなたはこの商品を買うべき！）、信用調査（瞬時に

カード作成）、クラウドからのデータ入手、 

■作業：①ビッグデータ言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）PASMO、Suica、ICOCA、ドライブカメラ 

■考察：ビッグデータの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考え

てみよう。（例）マイナンバー、若者定住、 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 

10 

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0 と生活アイテム （例）ウェアラブル、モニタリング 

■作業：①ウェアラブル言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）スマートウォッチ、GPS内蔵の学生服、

服のディスプレイ化、ウェアラブル端末 Moff Band 

■考察： ウェアラブル、モニタリングの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配な

ことなど）を考えてみよう。（例）ウェアラブル健康管理アイテム、子どもや恋人の常時監

視 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 

11

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0 と仕事・人生 （例）在宅勤務、テレワーク（Tele Work）、リ
モートワーク（Remote Work）、サテライトオフィス 

■作業：①在宅勤務の言葉の意味と実例を検索してみよう 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）新海作品『秒速 5 センチメートル』の

主人公（心を病んだあと、在宅勤務） 

■考察：在宅勤務の善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみ

よう。 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 
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12

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0 と地域創生、地域連携 

■作業：①“地域創生”“地域連携”という言葉の意味と実例を検索してみよう。 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）過疎、過密、『ポツンと一軒家』、スラ

ム街、田舎生活、山村留学、『人生の楽園』、『ドキュメント 72 時間』 

■考察：地域創生、地域連携の善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）

を考えてみよう。 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 

13

回 

■講義内容：ソサエティ 5.0 の便利さとプライバシー問題、（例）デジタルツイン 

■作業：①“デジタルツイン”という言葉の意味と実例を検索してみよう。 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例えばスマホの位置情報と買い物データだ

けでも、特定個人のプライバシーをほぼ推測できる。住まい・職場・遊び場など、趣味嗜好

はもちろん、買い物中毒か、パチンコ中毒か、異性関係、転職予定か…など未来予測的なこ

とまで様々なことが把握できる） 

■考察：デジタルツインの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考

えてみよう。 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 

14 

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0 と未来の芸術、AI自動作曲、AI自動振り付け 

■作業：① 

②親しみを感じる具体例を書き出してみよう。（例）、 

■考察：スマートの善い面（期待できることなど）と悪い面（心配なことなど）を考えてみ

よう。 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。■映像におけるソサエティ 5.0 
 

15 

回 

■映像におけるソサエティ 5.0 
■講義内容：ソサエティ 5.0 と人間存在について デジタル化する身体、デジタル人格、デ

ジタル来世（死後もデジタル化した自分がアバターで生き続ける） 

■作業：①ソサエティ 5.0 時代の文学・音楽・映画は“AI が創造して AI が鑑賞する”、す

なわち人間は何もしない、これで面白いのか？考えてみよう 

②興味を感じる具体例を書き出してみよう。 

■考察：人類や人間が行ったり発明してきた善と悪について考えてみよう。（例）技術開発、

環境破壊、兵器の発明、文芸の創造、単なる生殖でなく愛という価値の創造 

■今日のソサエティ 5.0 アプリ 

■復習と予習：今日のソサエティ 5.0 アプリについてさらにスマホで調べてメモし、授業シ

ート（ノートに貼る）の予習復習欄に書く。 
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令  和  ７  年 度 教 育 計 画（幼児教育学科） 

科目名 高梁川流域圏の活性化 授業回数 15 単位数 2 担当教員 尾崎聡 

質問受付の方法：電子メールであれば vladdracul0824@yahoo.co.jpまでタイトルに学生番号と氏

名を書いて質問のこと。口頭であれば毎週土曜日、12：20～17：00においてオフィスアワーを開

いているので、メールにて予約の上、尾崎研究室（B308）を訪ねてくること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

【教育目標】 

① 学園全体における今後の人材養成目標のひとつである「高梁川流域圏においても活躍可
能な人材」となるために以下の学びを身につける。 

② 大学・短大の立地する倉敷市を含む 7 市 3 町からなる「高梁川流域圏」の全体及び各地域

の位置・立地、それらの歴史・文化・産業・生活などについて、概要と特色を理解する。学

科の学びの特色を考慮して「子どもの生活や文化（地域特有の里山遊び、民話や伝説など

に現れる心の世界など）」についても学ぶ。 

③ ②をもとに高梁川流域圏の各市町のそれぞれの地域の抱える課題を考察する。また課題解

決の方策を考察する。 

④ ②③から地域社会の過去を振り返り、現在を考察し、未来を展望する力を身につける 

 

（付記） 

高梁川流域圏とは、岡山県西部を流れる一級河川「高梁川」沿いおよび水利関係で結びつい

ている地域で、１０の市町（7市 3町）で構成されている。7市 3町とは倉敷市を中心に北へ総

社市・高梁市・新見市、北西へ矢掛町・井原市、西へ浅口市・里庄町・ 笠岡市、東へ早島町で

ある。 

圏域の特徴は、北から中国山地・吉備高原・南部平野・丘陵地帯・瀬戸内海岸地帯・島嶼部

まで個性的なエリアが広がっていることである。具体的には地形・気候などの自然的なもの、

人々の生活・産業などの社会的なもの、歴史・文化・住民の気質など人文的なものまでが地域

ごとに複雑に絡み合っていることである。人と人のつながりなどコミュニティーという視点か

ら見ると「備中国」の時代より１千年以上を経ても地域間の強いつながりが引き継がれており、

今も地域の総合力をもって圏域全体の経済成長することを目標にしている。 
圏域の抱える課題の大きな背景は人口減少・少子高齢化とそれへの対応であり、かつての中

山間地域特有と言われた諸問題が、今や南部平野の都市部にまで広がっている。課題への具体

的取り組みの方向性は、地域の活性化につながる様々な方策の研究、商工観光業から農林水産

業まですべてを巻き込んだ分野での連携などである。 
 

【学生の学習成果】 

専門的学習成果： 

自分の住んでいる地域だけでなく、日本各地の様々な地域の歴史・文化・生活・産業な

どについて考察と展望ができるような教養を身につけること。 

汎用的学習成果： 

郷土に関心を持ち、それを愛情にまで高めることのできる人間になること。 
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教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

講義ではあるが、対話を取り入れて、受講生一人ひとりの関心や理解を確かめながら

進める。 

予
習
・
復
習 

大学設置基準第 21条中の「１単位の授業科目は 45時間の学修を必要とする内容をも

つて構成することを標準とする」により予習・復習を義務付ける。「1単位 45時間の

計算による。この授業は２単位なので授業 90分（2時間として計算）×15回＝30時

間、予習 90分（2時間として計算）×15回＝30時間、復習 90分×15回＝30時間、

総計 90時間を要する。 

テ
キ
ス
ト 

特にテキストは指定しないが、毎回参考資料をプリントで配布する。 

 

学

習

評

価

の

方

法 

【達成基準】 

・高梁川流域圏の各市町の各地域における歴史・文化・生活・産業などについて、その概要と

特色について理解している。（筆記試験の 50％） 

・郷土や地域に関する関心や愛情が芽生えていること。自分が生まれ育った地域、青春時

代に過ごした地域、大人になって働くことになる地域、家族を作って生きることになる

地域、終の棲家になる地域、友人の住んでいる地域、すべての地域に関する関心が芽生

えている。（筆記試験の 50％） 

以上を筆記試験において証明すること。 

【評価方法】 

・専門的学習成果 

筆記試験：授業に出てきた用語や事例の説明を課する（70％） 

シャトルカード：授業領域等への興味・関心、理解、コミュニケーション力について評価

に入れる（30％） 

・汎用的学習成果 

授業態度を評価する。但し、半期における人間的成長についても配慮する。 

 

注

意

事

項 
参考図書は古今東西の名著から折に触れて指示する 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

■ガイダンス 

教育目標、教育方法、単位認定、半期の講義計画について予告し、受講者と合意する。 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏全体の「概要」（各市町の面積、人口、自然、歴史、文化、産業など）につい

て知る。 

■予習 

自分の生まれ育った地域の「概要」についてネット等で調べ、授業シートの予習復習欄に書

く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「概要」について、授業シートの予習復習欄に書く。 

２ 

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「位置・自然・地勢」（北は新見市、南は倉敷市、東は早島町、西は

笠岡市。瀬戸内海と山・丘陵と高梁川と平野・干拓地）について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「位置・自然・地勢」についてネット等で調べ、授業シートの

予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「位置・自然・地勢」について、授業シートの予習復習欄に書く 

３

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の各市町の「名所」（名勝・旧蹟から“聖地”や隠れ家的名所まで）に

ついて知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「名所」についてネット等で調べ、授業シートの予習復習欄に

書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「名所」について、授業シートの予習復習欄に書く 

４

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「名産品」（農林水産物：マスカット、白桃など果物関係、タコ、マ

マカリ、ガラエビなど小魚関係、手工芸品：イグサ、畳表、ゴザ、緞通など敷物関係）につ

いて知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「名産品」についてネット等で調べ、授業シートの予習復習欄

に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「名産品」について、授業シートの予習復習欄に書く 

５

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「文化芸術施設」（について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「文化芸術施設」についてネット等で調べ、授業シートの予習

復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「文化芸術施設」について、授業シートの予習復習欄に書く 
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６

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「文化財」について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「文化財」についてネット等で調べ、授業シートの予習復習欄

に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「文化財」について、授業シートの予習復習欄に書く 

7

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「衣食住“食道楽”編」について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「衣食住“食道楽”編」についてネット等で調べ、授業シート

の予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「衣食住“食道楽”編」について、授業シートの予習復習欄に書く 

8

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「衣食住“住まい”編」について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「衣食住“住まい”編」についてネット等で調べ、授業シート

の予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「衣食住“住まい”編」について、授業シートの予習復習欄に書く 

9

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「歴史文化とくらし」（村の生活・町の生活など）について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「歴史文化とくらし」（村の生活）についてネット等で調べ、

授業シートの予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「歴史文化とくらし」について、授業シートの予習復習欄に書く 

10

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「歴史文化とくらし」（街道や川筋の生活・高梁川流域の生活）に

ついて知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「歴史文化とくらし」（街道や川べりの生活）についてネット

等で調べ、授業シートの予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「歴史文化とくらし」について、授業シートの予習復習欄に書く 
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11

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「歴史文化とくらし」（海辺の生活・瀬戸内海の港町や漁村の生活）

について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「歴史文化とくらし」（海辺の生活・港町や漁村の生活）につ

いてネット等で調べ、授業シートの予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「歴史文化とくらし」について、授業シートの予習復習欄に書く 

12

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「災害の歴史とくらし」（高梁川の巨大堤防、完全水没しない“水

屋”構造の家々、大学周辺の古い農家）について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「災害の歴史とくらし」についてネット等で調べ、授業シート

の予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「災害の歴史とくらし」について、授業シートの予習復習欄に書く 

13

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「経済と産業 繊維編」（綿花、足袋、学生服、スポーツウェア、帆

布、ジーンズ、国産ジーンズ第 1号など）について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「経済と産業 繊維など軽工業」についてネット等で調べ、授

業シートの予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「経済と産業 繊維編」について、授業シートの予習復習欄に書く 

14

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「経済と産業 “水島工業地帯”編」（戦後は三菱ランサー、戦前は

一式陸攻、日本一の工場夜景）について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「経済と産業 機械・鉄鋼・造船など重工業」についてネット

等で調べ、授業シートの予習復習欄に書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「経済と産業 水島編」（三菱ランサー、一式陸攻、日本一の工場

夜景）について、授業シートの予習復習欄に書く 

15 

回 

■講義内容と目標 

高梁川流域圏の各市町の「祭りと暮らし」（茶屋町の鬼、児島のだんじり、玉島の神輿、倉敷

の素隠居など）について知る。  

■予習 

自分の生まれ育った町や村の「祭り」についてネット等で調べ、授業シートの予習復習欄に

書く。 

■復習 

高梁川流域圏の各市町の「祭りと暮らし」について、授業シートの予習復習欄に書く 

■まとめとテストについて 
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 令  和  7  年 度 教 育 計 画 

科目名 STEAM教育の理論と実践 授業回数 15 単位数 1 担当教員 山口 雪子・尾

崎 聡 質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー等）：yukiko@owc.ac.jp、OH: 火曜～金曜 9:00～16:00 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

教育目標 

幼児教育から小学校教育への接続として、STEAM教育を活かした保育活動を考案する基

礎的な力を獲得する。STEAMの理論の理解とともに、幼児の身近な環境（園庭など）を活

かして、どのような STEAMに基づく保育活動ができるか、実践を交えながら立案する力

を伸ばしていく。さらには本科目受講により、公益社団法人日本シェアリングネイチャ

ー協会公認ネイチャーゲームリーダー資格を取得する。 

学生の学習成果 

専門的学習成果：STEAM教育を構成する、科学（Science）・技術（Technology）・工
学（Engineering）・芸術（Art）・数学（Mathematics）それぞれに係る育ちが、幼
児の遊びの中でどのように得られていくか、を理解する。シェアリングネイチャー

の理論とネイチャーゲームの実践を通して、幼児期における STEAM教育を効果的
に計画・実践する力を身につける。さらには、保幼小連携を意識した保育活動計画

の立案・実践するポイント・コツをつかむ。 
汎用的学習成果：シェアリングネイチャーおよびネイチャーゲームの学びを通して、

保育者・人としての「態度・信念」「価値・意見」「論理的思考力」「人間関係

力」を身につけ、伸ばしていく。 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

主にネイチャーゲームのアクティビティ体験を通じて、身近な自然や教材を活用

した保育活動を体験、幼児期の STEAM 教育にどう繋がっているかを学ぶ。また、ネ

イチャーゲームアクティビティを基にした保育活動の立案、教育にどう繋がってい

るかを学ぶ。また、ネイチャーゲームアクティビティを基にした保育活動の立案、一

部を模擬的に指導実践する。実践した内容はバディチェックによる他者評価ととも

に、自己評価し、PDCA に基づく立案・実践・評価・改善の流れを学ぶ。自然を活か

した保育活動、幼児期の STEAM 教育という専門的学習成果だけでなく、アクティビ

ティ体験や指導実戦という授業内活動を通じて、保育者としての態度や信念、価値

観、人間関係力等といった汎用的学習成果にも繋がるよう進めていく。 

予
習
・
復
習 

予習事項：各回授業に書かれている内容を参照し、45分程度取り組むこと。 

復習事項：各回授業に書かれている内容を参照し、45分程度取り組むこと。 

テ
キ
ス
ト 

テキスト 『ネイチャーゲームリーダーハンドブック 理論編・アクティビティ編』     

『シェアリングネイチャー 自然のよろこびをわかちあおう』 
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学
習
評
価
の
方
法 

下記項目（課題）を合計し、100点満点のうち 60点以上を単位認定する。評価にあたって

は、記述内容から専門的学習成果と汎用的学習成果のうちを「態度・信念」「価値・意見」

「論理的思考力」を測り、授業内における指導実践などのグループワークから「人間関係

力」を測る。専門的・汎用的学習成果はそれぞれの課題において個々に評価をするが、「人

間関係力」は、学習成果獲得に著しく問題があると判断された場合は全体の評価（合計点）

から 10点を最高点に減ずる。 

・アクティビティ実践計画書：10点×2回＝20点 

・フィールド KYTシート（セルフエイド立案含む）：10点×2回＝20点 

・自己評価シート：10点×2回＝20点 

・振り返りシート（日本シェアリングネイチャー協会資格認定用記入用紙）：40点 

 なお、上記課題は提出後にコメントを加えて返却することにより、フィードバックす

る。 

 

 

注

意

事

項 

【注意事項】 

・日本シェアリングネイチャー協会公認ネイチャーゲームリーダー資格取得を兼ねている  

ため、テキスト代や登録料などの資格認定・登録に係る実費が発生します（令和 7年度は

16,310円予定）。 

・主にアクティビティ体験や指導実践など、教室外に出て活動します。天候の状況によっ

て、安全面を考慮する関係から、各回授業の内容を入れ替えて行う場合があります。 

【参考図書】 

『センス・オブ・ワンダー』レイチェル・カーソン著 上遠 恵子 訳 新潮社 

 『はるなつあきふゆのたからさがし』矢原 由布子 作・絵 鈴木 純 監修 アノニマ・

スタジオ 中央出版社 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

オリエンテーション・STEAM教育およびネイチャーゲームの基礎的理解 

授業の進め方や課題・評価について伝え、授業内容や単位認定、ネイチャーゲームリー

ダー資格取得要件について理解する。また、STEAM教育およびネイチャーゲームの基
礎的事項について整理し、それらの理解を深める。 

予習：シラバスを確認して、疑問点などを整理しておく 

復習：授業内で記録した内容を見直し、整理する。 

２ 

回 

アクティビティ体験① ネイチャーゲーム体験 

ネイチャーゲームリーダー資格取得に必要な基本アクティビティを体験するとともに、

ネイチャーゲームと背景にあるシェアリングネイチャーの考え方について理解する。 

予習：身の回りにどのような自然があるか見直してくる。 

復習：授業で体験したアクティビティを振り返り、自身が指導する場合を想定して、体

験内容を整理する。 

３ 

回 

アクティビティ体験② ネイチャーゲーム体験 

ネイチャーゲームリーダー資格取得に必要な基本アクティビティを体験するとともに、

ネイチャーゲームと背景にあるシェアリングネイチャーの考え方について理解する。 

予習：自身が持つ感覚や感性について考えてくる。 

 復習：授業で体験したアクティビティを振り返り、自身が指導する場合を想定して、体

験内容を整理する。 

4

回 

アクティビティ体験③ ネイチャーゲーム体験 

ネイチャーゲームリーダー資格取得に必要な基本アクティビティを体験するとともに、

ネイチャーゲームと背景にあるシェアリングネイチャーの考え方について理解する。 

予習：自身が感じたこと・気付いたことをどのように表現できるか、伝え方について考

えてくる。 

 復習：授業で体験したアクティビティを振り返り、自身が指導する場合を想定して、体

験内容を整理する 

５ 

回 

アクティビティ体験④ ネイチャーゲーム体験 

ネイチャーゲームリーダー資格取得に必要な基本アクティビティを体験するとともに、

ネイチャーゲームと背景にあるシェアリングネイチャーの考え方について理解する。 

予習：これまでの体験を振り返り“ヒヤリハット”したことがないか、検討する。 

 復習：授業で体験したアクティビティを振り返り、自身が指導する場合を想定して、体

験内容を整理する。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

６ 

回 

下見、フィールド KYT、セルフエイド 

野外での活動を安全にかつ魅力的に行う準備について理解し、自身で計画・実践するた

めの基本を身につける。 

予習：フィールドの下見にどのような視点が要るか、考えてくる。 

復習：これまで体験したアクティビティを 1つ選び、セルフエイドとして伝える内容を

考える。 

７ 

回 

指導実践準備、評価とフィードバック 

アクティビティ実践のための計画書を作成する。また、実践後のフィードバックとし

て、他者評価と自己評価について理解する。 

予習：これまで体験したアクティビティを 1つ選び、自身が指導することを想定してテ

キストを見直してくる。 

 復習：計画書に基づき、必要な準備を進める。また授業内で作成できなかった場合は、

実践計画書とフィールド KYTシートを完成させる。 

８ 

回 

アクティビティ実践① グループワーク 

グループでアクティビティを“指導する側”と“参加する側”の役割を交代しながら、

計画してきた内容を実践する。参加役の人は指導側へ他者評価（バディチェックシー

ト）を記入後、渡し、互いの実践力を育む。授業終了時に、実践計画書ならびにフィー

ルド KYTシートは提出する。 

予習：作成した実践計画書やフィールド KYTシートを見直し、実践のイメージトレーニ

ングをしてくる。 

 復習：参加役の人から受け取ったシートを読み、自己評価シートを作成する。 

９ 

回 

シェアリングネイチャーの考え方、STEAM教育とへの展開 

これまでの授業を振り返り、体験を基本とする学び方やその効果・意義などを認識する

とともに、STEAM教育とどのように関連付いているかを理解する。授業終了時に、自己

評価シートを提出。 

予習：『ネイチャーゲームリーダーハンドブック 理論編』第 1・2章を読んでくる。 

 復習：授業内ででてきたキーワードについて、整理し、まとめておく。 

10 

回 

アクティビティ体験⑤ STEAM教育への展開 

アクティビティ体験後に、どのような STEAM教育になっているか意図開きを行い、身近

な自然や教材を活かした幼児期の STEAM教育の方法について理解する。 

予習：子どもの頃の遊びを思い出し、STEAMとの関連性について考えてくる。 

復習：授業内で体験したアクティビティを、自身が指導することを想定して整理してお

く。 

11

回 

アクティビティ体験⑥ STEAM教育への展開 

アクティビティ体験後に、どのような STEAM教育になっているか意図開きを行い、身近

な自然や教材を活かした幼児期の STEAM教育の方法について理解する。 

予習：身の回りの自然や物から、どのような STEAMができるか考える。 

 復習：授業内で体験したアクティビティを、自身が指導することを想定して整理してお

く。 

12 

回 

STEAM教育に繋がるアクティビティ実践 

授業内で体験したアクティビティを基に、STEAM教育に繋がるアクティビティの立案を

行う。アクティビティ実践計画書およびフィールド KYTシートを作成する。 

予習：自身が基とするアクティビティについて、テキストを読み直したり、STEAMに関

連しそうな事柄を調べたりして、計画書作成に備える。 

 復習：次回の実践に向けて、必要な準備を進める。授業内で作成が終わらなかった場合

は、完成させてくる。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

13 

回 

アクティビティ実践② グループワーク 

グループでアクティビティを“指導する側”と“参加する側”の役割を交代しながら、

計画してきた内容を実践する。参加役の人は指導側へ他者評価（バディチェックシー

ト）を記入後、渡し、互いの実践力を育む。授業終了時に、実践計画書ならびにフィー

ルド KYTシートは提出する。 

予習：作成した実践計画書やフィールド KYTシートを見直し、実践のイメージトレーニ

ングをしてくる。 

 復習：参加役の人から受け取ったシートを読み、自己評価シートを作成する。 

14 

回 

ネイチャーゲームリーダー認定に向けて 

日本シェアリングネイチャー協会公認ネイチャーゲームリーダー認定に必要な内容を、

テキストを読みながら確認する。授業終了時に、自己評価シートを提出する。 

予習：『ネイチャーゲームリーダーハンドブック 理論編』第 4・5章を読んでくる。 

 復習：授業の内容を振り返り、自身がネイチャーゲームをどのように活用するかを考え

る。 

15 

回 

『シェアリングネイチャー』を読む、全体振り返り、まとめ 

『シェアリングネイチャー』を黙読後、これまでの授業から得た自身の学び舎今後の活

用について整理し、振り返りシートへの記入を行う。シートへの記入後は、数名のグル

ープで感じたこと・気づきをわかちあい、それぞれの思いや価値観を共有することで学

びを深める。最後に、グループディスカッションを経て感じていること、考えているこ

とを、振り返りシートに追記し、提出する。 

予習：これまでの授業内容を振り返って整理する。 

 復習：自身がこれまで得た学びについて振り返る。 
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令  和 ７ 年 度 教 育 計 画 

科目名 日本国憲法 授業回数 15 単位数 ２ 担当教員 近 勝彦 

質問受付：毎月水曜日午後４時１０分―午後５時        e-mail： dark-blue@star.nifty.jp 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

教育目標：憲法は、日本法の「最高法規である（98条）」であり、いわば、法の頂点に位置

している。この観念は、近代市民革命の頃から現れたことからしても、国民の基本的な人権

を擁護し、国家の統治権力に制限を課したものであるといえる。この見方は、日本国憲法の

構成にもみてとれる。すなわち、きわめて大きくその内容を分けると、国民の「基本的人権

の保障」と「統治機構とその権能」について書かれているのである。まずは、憲法の基本的

概念とその意義および基礎理論を理解する必要がある。 

学生の学習成果：栄養士は、日本国民の健康で安全な食生活の維持や公衆衛生にかかわって

いる（25条の生存権と公衆衛生の維持にかかわる）。また、その活動には、様々な法律が関

わっているが、まずは基礎的な法概念や法知識を学ぶことが必要である。そのうえで、個別

事件の判例の理解や法律解釈がおこなえる応用力の獲得を成果と考える。普遍的能力として

は、受講者の適正なリーガルマインド（法的精神・思考）を高めることを目指す。 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

日本国憲法の基本的な考え方や内容を知る必要がある。そのためには、憲法の主

要な条文をやはり読む必要がある。しかし、法学部の学生ではないので、精緻な

条文の暗記や解釈というよりは、現代に起きている法律問題の解決のために、憲

法がどのように機能しているのかという視点で講義を進める。そこで、最低限度

の条文の解釈を試みた後に、主要な憲法事件（判例）を取り上げて、丁寧に講義

していくことにする。また、公務員試験や民間会社の社会科学系の一般知識試験

としてもよく出題されるので、内容を網羅するように授業を進めたい。毎回の講

義の終了時に、「シャトルカード」に授業内容についての質問や感想を求める。次

回の講義時に、質問等の回答を記入して返却する。これによって、各々の学習進

行状況を確認しながら講義を進める。 

予
習
・
復
習 

各回の予習・復習の時間はそれぞれ 90分、あるいは合計 180分。 

予習としては、次回の章をきちんと読んでくる。この場合、講義相当分を読んで

くる（90 分程度）。または、各章には複数の課題があるので、それを各自が考え

ておくこと。この各課題によって、各章の理解度が格段に深まる。復習にもこの

課題を解いてくる（90分）。「シャトルカード」により効果的な復習を促進する。 

テ
キ
ス
ト 

拙著『日本国憲法講義ノート改訂版』（小野高速印刷） 

補足資料は、適宜、配布する 

学
習
評
価
の
方
法 

憲法の基本的な理解の習得を目指す。さらには、主要な条文の概念や法用語を習得する。な

お、講義の期間中に、憲法全文を読んでいく（上記テキストの中にも出ている）。なお、評

価方法としては、期末試験(70%)、レポート(20%)、発言（10％）。レポートの課題としても、
講義ノートの課題を利用する。質問は、適宜、毎時間実施する。 
 

注

意

事

項 

憲法は、公法であり、最高法規なので、最初は法学概念や用語に誰しもが戸惑うが、学習が

進むにしたがって、徐々に慣れてくるので、あまり心配しなくてもよい。質問等があるとき

は、講義終了時か、上記メールアドレスに送ってください。必ず回答いたします。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容  

１ 

回 

オリエンテーション：憲法を学ぶ意義と基本的な考え方 

          法となにかを考える 

          人のリーガルマインドと感覚の差の意味 

２ 

回 

・講義内容：憲法の歴史と各国の憲法の歴史について 

      基本的人権獲得の歴史 

・予習内容：次回の箇所を読んでおく 

・復習事項および課題：「日本国憲法はいかなる淵源をもっているか」 

３ 

回 

・講義内容：人権とは 

      人権の主体とその制限 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「マクリーン事件」 

４ 

回 

・講義内容：法の下の平等について 

      実質的平等とは何かを学ぶ 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「尊属殺重刑違憲判決」 

５ 

回 

・講義内容：思想・良心の自由について 

      精神的自由の内容とその制約 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「三菱樹脂事件」 

６ 

回 

・講義内容：宗教の自由について 

      宗教活動の意義と課題 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「政教分離の意義と課題」 

７ 

回 

・講義内容：表現の自由について 

      権利の侵害と自由 

・予習内容：時間の箇所を読む 

・復習事項および課題：「名誉毀損と表現の自由」 

８ 

回 

・講義内容：社会権について 

      生存権の本質と現代的意義 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「社会保障と労働者の権利」 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容  

９ 

回 

・講義内容：経済的自由について 

      二重の基準の理論 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「所得格差と公平性」 

10 

回 

・講義内容：平和憲法と国際社会について 

      国際社会の危機と国家の安全 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「平和主義と現実国際社会の課題」 

11 

回 

・講義内容：国会について 

      国権の最高機関性と権能  

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「法律を作る過程」 

 

12 

回 

・講義内容：裁判所について 

      違憲立法審査権  

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「訴訟とそのプロセス」 

13 

回 

・講義内容：内閣について 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「内閣制度と大統領制」 

14 

回 

・講義内容：地方自治体について 

・予習内容：次回の箇所を読む 

・復習事項および課題：「自治体の意義と道州制」 

15 

回 

講義内容：憲法改正と環境権を考える 

・復習事項および課題：「憲法改正の諸課題」 

 １回から１５回の総復習 
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令  和  ７  年 度 教 育 計 画 

科目名 情報処理基礎 授業回数 15 単位数 2 担当教員 小松正直 

質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー等）：komatsu@owc.ac.jp 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

AI に代表される技術革新の進歩や IoT の広がり，世界のグローバル化や流動化など，日

本社会や世界の状況の 20 年後の将来に対応できる力の基礎を育むことができる人材を養成

するために，下記項目について修得することを到達時の目標とする． 

1. コンピュータの基本構成や仕組みについて説明できる． 

2. コンピュータでのデータの表現について説明できる． 

3. 様々な情報技術について仕組みや役割について説明できる． 

4. AIの基本や仕組みについて説明できる． 

5. 数理・データサイエンス・AIの基礎について説明できる． 

 

学生の学習成果： 

数量的スキルを使って Society 5.0時代のビッグデータを管理・活用することができる（基
礎） 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

パワーポイントと教科書，配付資料により授業を行う．適宜パソコンを用いた演習を

行うことで講義内容の充実を図る．授業終了時にシャトルカードに質問・感想などの

記述を求める．質問への返答等を通して学習理解状況を確認しながら授業内容をアレ

ンジする． 

予
習
・
復
習 

予習事項：教科書を予習し，学習内容を把握する（90分）． 

復習事項：教科書・配付資料を基に学習内容を整理する（90分）． 

テ
キ
ス
ト 

noa出版（著・制作），2024年，『これだけは知っておこう！ 情報リテラシー 改訂

第 5版』，noa出版． 

学
習
評
価
の
方
法 

提出課題（30点） 

定期試験（70点） 

注

意

事

項 

【参考図書】 

⚫ 岡本敏雄（監修），2017年，『改訂新版よくわかる情報リテラシー』，技術評論社． 

⚫ 岡嶋裕史・吉田雅裕，2021年，『はじめての AIリテラシー』，技術評論社 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

オリエンテーション 

 シラバス，授業の進め方，成績評価の確認 

数理・データサイエンス・AI教育プログラムにおける科目の位置づけ 

 Moodle利用方法を身につける（ログイン，課題提出等） 

復習内容：配付資料を基に講義内容を復習する． 

２ 

回 

コンピュータと情報（データの表現）① 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

３ 

回 

コンピュータと情報（データの表現）② 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

４ 

回 

情報技術の進歩（Society5.0と AI）① 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

５ 

回 

情報技術の進歩（Society5.1と AI）② 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

６ 

回 

ハードウェア①（パソコンの構成と役割） 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

７ 

回 

ハードウェア②（入力と出力） 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

８ 

回 

ソフトウェア①（OSとアプリ） 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

９ 

回 

ソフトウェア②（プログラミングとアルゴリズム） 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 



様式－１ 
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10 

回 

ネットワークとインターネット 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

11 

回 

インターネットを用いたコミュニケーション 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

12 

回 

情報セキュリティ 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

13 

回 

情報モラル 

 予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

14 

回 

AI社会の情報モラル 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 

15 

回 

まとめ 

 これまでの講義を振り返る 

予習内容：教科書・配付資料を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書・配付資料を基に講義内容を復習する． 
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令  和  ７  年 度 教 育 計 画 

科目名 情報処理演習 授業回数 15 単位数 1 担当教員 小松正直 

質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー等）：komatsu@owc.ac.jp 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

AI に代表される技術革新の進歩や IoT の広がり，世界のグローバル化や流動化など，日

本社会や世界の状況の 20 年後の将来に対応できる力の基礎を育むことができる人材を養成

するために，下記項目について修得することを到達時の目標とする． 

1. レポートの作成と編集が出来る． 

2. 表計算ソフトを活用し，情報の整理や活用が出来る． 

3. プレゼンテーションに関する基礎知識を学ぶ． 

4. 数理・データサイエンス・AIの基礎について説明できる． 

 

学生の学習成果： 

数量的スキルを使って Society 5.0時代のビッグデータを管理・活用することができる（応

用）． 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

板書，パワーポイント，教科書，配付資料により授業を行う．適宜パソコンを用いた

演習を行うことで講義内容の充実を図る．授業終了時にシャトルカードに質問・感想

などの記述を求める．質問への返答等を通して学習理解状況を確認しながら授業内容

をアレンジする． 

予
習
・
復
習 

予習事項：教科書を予習し，学習内容を把握する（45分）． 

復習事項：教科書・配付資料を基に学習内容を整理する（45分）． 

テ
キ
ス
ト 

杉本くみ子・大澤栄子（著），『30時間アカデミック Office2021 Windows 11対応』，

実教出版． 

学
習
評
価
の
方
法 

小テスト（30点） 

課題（70点） 

注

意

事

項 

【参考図書】 

⚫ 松山恵美子・黄海湘・八木英一郎・黒澤敦子・石野邦仁子・堀江郁美（著），2022年，

『Officeによるデータリテラシー～大学生のデータサイエンス～』，共立出版 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

オリエンテーション 

 シラバス，授業の進め方，成績評価の確認 

 数理・データサイエンス・AI教育プログラムにおける科目の位置づけ 

Windowsの基礎・使用方法  

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

２ 

回 

Wordの基礎・活用① 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

３ 

回 

Wordの基礎・活用② 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

４ 

回 

Wordの基礎・活用③ 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

５ 

回 

Wordの基礎・活用④ 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

６ 

回 

Excelの基礎・活用① 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

７ 

回 

Excelの基礎・活用② 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

８ 

回 

Excelの基礎・活用③ 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

９ 

回 

Excelの基礎・活用④ 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 
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10 

回 

データベースの活用 

予習内容：配付資料を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料を基に講義内容を復習する． 

11 

回 

データサイエンスの基礎 

予習内容：配付資料を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料を基に講義内容を復習する． 

12 

回 

PowerPointの基礎・活用① 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

13 

回 

PowerPointの基礎・活用② 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

14 

回 

PowerPointの基礎・活用③ 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 

15 

回 

まとめ 

 これまでの学習内容を振り返る 

予習内容：教科書を予習し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：教科書を基に講義内容を復習する． 
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令  和  7  年 度 教 育 計 画 

科目名 ICTリテラシー（A） 授業回数 15 単位数 1 担当教員 吉田升 

質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー等）：nyoshida@owc.ac.jp、月曜日 5限 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

AI に代表される技術革新の進歩や IoT の広がり，世界のグローバル化や流動化など，日

本社会や世界の状況の 20 年後の将来に対応できる力の基礎を育むことができる人材を養成

するために，下記項目について修得することを到達時の目標とする． 

1. タッチタイピングが出来る． 

2. ワードやエクセルの基本操作を身につける． 

3. Society5.0および数理・データサイエンス・AIの基礎を身につける． 

学生の学習成果： 

・専門的学習成果：上記 3項目を達成できるようにする. 

・汎用的学習成果：職業生活や社会生活で必要な情報リテラシーや数量的スキル，論理的思

考力を身に付ける． 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

パワーポイントや配付資料等により授業を行う．適宜パソコンを用いた演習を行うこ

とで講義内容の充実を図る．質問への返答等を通して学習理解状況を確認しながら授

業内容を適宜変更する． 

予
習
・
復
習 

予習事項：授業における重要事項について予習を課す（45分）． 

復習事項：授業で行った演習について復習を課す（45分）． 

テ
キ
ス
ト 

必要に応じて参考資料を配布する． 

 

学
習
評
価
の
方
法 

● 専門的学習成果 

課題・レポート（複数回実施；60%） 

タッチタイピングテスト（複数回実施；20%） 

※課題・レポートについては，フィードバックを実施する． 

● 汎用的学習成果 

「情報リテラシーや数量的スキル」，「論理的思考力」：受講中の態度や質疑応答等を

評価する．（20%） 

注

意

事

項 

【参考図書】 

⚫ 日本情報処理検定協会，2023年，『日本語ワープロ検定試験模擬問題集 2・準 2級編』 

⚫ 富士通エフ・オー・エム株式会社，2021年，『学生のためのデータリテラシー～データ

の読み方から分析結果の伝え方まで～』， FOM出版 

⚫ 富士通エフ・オー・エム株式会社，2021年，『学生のための思考力・判断力・表現力が

身に付く情報リテラシー』， FOM出版 

⚫ 富士通エフ・オー・エム株式会社，2020年，情報リテラシー改訂版 Windows 10・Office 

2019対応，FOM出版 

⚫ 杉本くみ子，大澤栄子，2019年，『30 時間アカデミック Office2019』，実教出版 

⚫ 阿部正平，阿部和子，二宮祐子，2018年，『保育者のためのパソコン講座』，萌文書林． 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

オリエンテーション 

 シラバス，授業の進め方，成績評価の確認 

 数理・データサイエンス・AI教育プログラムと科目の関係 

ソサエティ 5.0，数理・データサイエンス・AI入門 

復習内容：配付資料等を基に授業内容を復習する． 

２ 

回 

パソコンの基本操作，ファイルとフォルダーの操作 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

３ 

回 

キーボード等のパソコン周辺機器の操作，タイピング 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

４ 

回 

ワードの機能と操作 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

５ 

回 

ワードでおたよりの作成 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

６ 

回 

ビジュアルコンテンツの作成 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

７ 

回 

これまでのまとめと操作確認 

PCの操作を効率に行い、Wordでの文書の作成を行う． 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

８ 

回 

エクセルの機能と操作 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

９ 

回 

園だよりを作る① 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 
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10 

回 

園だよりを作る② 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

11 

回 

クラス表の作成 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

12 

回 

カレンダーの作成 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

13 

回 

データサイエンス入門① 

データを活用する，データの種類，質的変数と量的変数， 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

14 

回 

データサイエンス入門② 

 代表値（平均値，中央値，最頻値），散布度（分散，標準偏差） 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

15 

回 

まとめ 

エクセルの使用方法を確認する． 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 
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令  和  7  年 度 教 育 計 画 

科目名 ICTリテラシー（B） 授業回数 15 単位数 1 担当教員 吉田升 

質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー等）：nyoshida@owc.ac.jp、月曜日 5限 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

AI に代表される技術革新の進歩や IoT の広がり，世界のグローバル化や流動化など，日

本社会や世界の状況の 20 年後の将来に対応できる力の基礎を育むことができる人材を養成

するために，下記項目について修得することを到達時の目標とする． 

1. タッチタイピングがある程度出来る． 

2. エクセルやパワーポイントの操作を身につける． 

3. Society5.0および数理・データサイエンス・AIの応用を身につける． 

学生の学習成果： 

・専門的学習成果：上記 3項目を達成できるようにする. 

・汎用的学習成果：職業生活や社会生活で必要な情報リテラシーや数量的スキル，論理的思

考力を身に付ける． 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

パワーポイントや配付資料等により授業を行う．適宜パソコンを用いた演習を行うこ

とで講義内容の充実を図る．質問への返答等を通して学習理解状況を確認しながら授

業内容を適宜変更する． 

予
習
・
復
習 

予習事項：授業における重要事項について予習を課す（45分）． 

復習事項：授業で行った演習について復習を課す（45分）． 

テ
キ
ス
ト 

必要に応じて参考資料を配布する． 

学
習
評
価
の
方
法 

● 専門的学習成果 

課題・レポート（複数回実施；50%） 

タッチタイピングテスト（複数回実施；10%） 

※課題・レポートについては，フィードバックを実施する． 

● 汎用的学習成果 

「情報リテラシーや数量的スキル」：口頭発表や発表資料等を評価する（20%） 

「論理的思考力」：受講中の態度や質疑応答等を評価する．（20%） 

注

意

事

項 

ICTリテラシー（A）を履修していることが望ましい． 

 

【参考図書】 

⚫ 日本情報処理検定協会，2023年，『日本語ワープロ検定試験模擬問題集 2・準 2級編』 

⚫ 富士通エフ・オー・エム株式会社，2021年，『学生のための思考力・判断力・表現力が

身に付く情報リテラシー』， FOM出版 

⚫ 富士通エフ・オー・エム株式会社，2020年，情報リテラシー改訂版 Windows 10・Office 

2019対応，FOM出版 

⚫ 杉本くみ子，大澤栄子，2019年，『30 時間アカデミック Office2019』，実教出版． 

⚫ 阿部正平，阿部和子，二宮祐子，2018年，『保育者のためのパソコン講座』，萌文書林． 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

オリエンテーション 

 シラバス，授業の進め方，成績評価の確認 

 数理・データサイエンス・AI教育プログラムと科目の関係 

ソサエティ 5.0，数理・データサイエンス・AI応用 

復習内容：配付資料等を基に授業内容を復習する． 

２

回 

パソコンリテラシーと情報倫理 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

３

回 

ネットワークを学ぶ 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

４

回 

保育の場での Eメールの使用 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

５ 

回 

児童台帳の作成 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

６ 

回 

身体計測記録表とグラフの作成 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

７ 

回 

行事写真購入申し込み管理簿の作成 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

８ 

回 

パワーポイントの機能と操作 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

９ 

回 

自己紹介・園の紹介の作成① 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

10 

回 

自己紹介・園の紹介の作成② 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 
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11 

回 

自己紹介・園の紹介（発表） 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

12 

回 

生成系 AIの活用 

 生成系 AIの仕組みを理解し，活用方法について理解する． 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

13 

回 

データサイエンス入門① 

 データの傾向（ヒストグラム，分布） 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

14 

回 

データサイエンス入門② 

 データの傾向（相関，回帰直線） 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 

15 

回 

まとめ 

これまでの学習内容を振り返る 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し，次回の学習内容を把握する． 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する． 
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令  和  7  年 度 教 育 計 画 

科目名 プログラミング教育 授業回数 15 単位数 1 担当教員 吉田升 

質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー等）：nyoshida@owc.ac.jp、月曜日 5限 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

Society5.0時代において、必要不可欠なプログラミング教育について学ぶ。本科目ではプ

ログラミング的思考力を養う。本科目におけるプログラミング的思考力とは、論理的思考力

とし、物事の全体を把握し、矛盾や飛躍のない筋道を立てることができる力のこととする。

下記の項目について習得することを到達時の目標とする。 

1. フローチャートの基礎が身についている。 

2. 簡単なプログラミングを組み立てることができる。 

3. 物事の全体を把握することができる。 

学生の学習成果： 

・専門的学習成果：上記 3項目を達成できるようにする. 

・汎用的学習成果：職業生活や社会生活で必要な情報リテラシーや数量的スキル、論理的思

考力を身に付ける． 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

パワーポイントや配付資料等により授業を行う。Web教材を活用しながらプログラミン

グに関する基礎を学び、論理的思考力の向上を図る。 

予
習
・
復
習 

予習事項：授業における重要事項について予習を課す（45分）． 

復習事項：授業で行った演習について復習を課す（45分）． 

テ
キ
ス
ト 

必要に応じて参考資料を配布する． 

 

学
習
評
価
の
方
法 

● 専門的学習成果 

課題・レポート（複数回実施；80%） 

※課題・レポートについては、フィードバックを実施する。 

● 汎用的学習成果 

「情報リテラシーや数量的スキル」、「論理的思考力」：受講中の態度や質疑応答等を

評価する。（20%） 

注

意

事

項 

【参考】 

⚫ SCRATCH：https://scratch.mit.edu/ 

⚫ マインクラフトアドベンチャー：https://hourofcode.info/adventure/ 

⚫ Viscuit（ビスケット）：https://www.viscuit.com/ 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

オリエンテーション 

 シラバス，授業の進め方，成績評価の確認 

 プログラミング教育とは 

復習内容：配付資料等を基に授業内容を復習する。 

２ 

回 

モノのインターネット（IoT）について学ぶ。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

３ 

回 

サブスクリプションについて学ぶ。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

４ 

回 

フローチャート作成① 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

５ 

回 

フローチャート作成② 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

６ 

回 

フローチャート作成③ 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

７ 

回 

プラグラミングの基礎① 

マインクラフトアドベンチャーの使用方法について。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

８ 

回 

プログラミングの基礎② 

マインクラフトアドベンチャーを実際に使用する。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

９ 

回 

プログラミングの基礎③ 

SCRATCHの使用方法について。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 
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10 

回 

プログラミングの基礎④ 

SCRATCHを実際に使用する。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

11 

回 

プログラミングの活用① 

Viscuitの使用方法について。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

12 

回 

プログラミングの活用② 

Viscuitを実際に使用する。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

13 

回 

プログラミングの活用③ 

Viscuitの活用方法を考える。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

14 

回 

プログラミングの活用④ 

プログラミング言語を学ぶ。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 

15 

回 

Webサイト運営と著作権について学ぶ。 

予習内容：シラバスの該当項目を確認し、次回の学習内容を把握する。 

復習内容：配付資料等を基に講義内容を復習する。 
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令  和  ７  年  度  教  育  計  画 

科目名 キャリアガイダンス 授業回数 15 単位数 2 担当教員 
尾崎 聡・浦上博文 
都田修兵 

質問受付の方法： B棟 308研究室 土曜日 13：00～14：00 その他休憩時随時 

教

育

目

標

と

学

生

の

学

習

成

果 

＜教育目標＞ 
 子どもたちが育つ社会環境の変化に加え、産業・経済の構造的変化、雇用の多様化・流動化等

は、子どもたち自らの将来のとらえ方にも大きな変化をもたらしている。子どもたちは、自分の将

来を考えるのに役立つ理想とする大人のモデルが見付けにくく、自らの将来に向けて希望あふれ

る夢を描くことも難しくなってきている。  
 また、環境の変化は、子どもたちの心身の発達にも影響を与え始めている。たとえば、身体的に

は早熟傾向にあるが、精神的・社会的側面の発達はそれに伴っておらず遅れがちであるなど、全人

的発達がバランス良く促進されにくくなっている。具体的には、人間関係をうまく築くことがで

きない、自分で意思決定できない、自己肯定感をもてない、将来に希望をもつことができない、と

いった子どもの増加などがこれまでも指摘されてきた。 
 このような現状をふまえ、本科目は、これまでの自らの視野を広げ、進路を具体化し、それまで

に育成した社会的・職業的自立に必要な能力や態度を専門分野の学習を通じて伸長・深化させて

いくことを目的とし、多様なキャリア形成に共通して必要な能力や態度の育成と、これらの育成

を通じた勤労観や職業観等の価値観の形成・確立のための基礎を培う。 
 
＜学生の学習成果＞ 
専門的学習成果：社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力（「人間関係形成・社会形成

能力」、「自己理解・自己管理能力」、「課題対応能力」、「キャリアプランニング能

力」）を身につける。 
汎用的学習成果：社会的・職業的自立に向け、「態度・信念」、「価値・意見」、「論理的思考力」、「人

間関係力」を身につける。 

教

育

方

法 

授 
業 
の 
進 
め 
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

・授業回数別授業内容に沿った講義後、演習をおこなう。 
・演習は個人又は集団で実施する。 

予

習 
・

復

習 

予習及び復習 
 ・毎授業回に、「授業回数別教育内容」に記された予習及び復習を求める。 
・予習については、第１回～１５回に向けて、90分×１５回を目安とする。また、復習につ
いては、第１回～１５回に向けて、90分×１５回を目安とする。 

 
テ

キ

ス

ト 

配布資料（レジュメ・ワークシート） 
※授業開始時に配布する。 

学

習

評

価

の

方

法 

自分自身のキャリアプランニングをおこない、将来の就職に関連することに積極的に取り組んで

いるかに重点をおき、以下の配点によって学習評価を行う。 
（１）専門的学習成果（50点） 
●「履歴書」作成と提出（30点） 

  本学規定の「履歴書」の様式にあわせて、個人の情報や「免許・資格」、「長所・短所」、「趣味・

特技」、「自己ＰＲ」、「志望動機」を記入し、提出する。なお、記入内容に不備がある者につい

ては、不備を修正等行ったうえで、再提出する。 
●「進路希望調査票」の作成と提出（20点） 

  自身の進路について考えながら、「進路希望調査票」を作成し、提出する。なお、記入内容に

不備がある者については、不備を修正等行ったうえで、再提出する。 
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（２）汎用的学習成果（50点） 
●模擬集団面接（10点） 

  数人編成のグループごとに模擬集団面接を実施する。なお、面接官は授業担当者２人で担当

し、学生それぞれに対して「Ａ：5点、Ｂ：4点、Ｃ：3点」の３段階評価により評価を行い、
面接官２人の評価を合計する。 
※模擬集団面接を欠席した者については、後日模擬面接を実施する。 
※模擬集団面接終了後、評価基準をもとにフィードバックを実施する。 
●グループディスカッション（10点） 

  グループ別にグループディスカッションを実施する。評価については、ディスカッションへ

の参加及びワークシートへの記入によって行う。 
  ※グループディスカッションを欠席した者については、レポート課題を課し、最大 8 点満点

による評価を行う。 
  ※グループディスカッション終了後、評価基準をもとにフィードバックを実施する。 
 ●シャトルカード（2点×15回＝30点） 
  シャトルカードにその授業における学びや疑問、感想を記入し、それを授業担当者が評価す

る。 
（３）その他 

学習評価の方法（１）（２）以外に受講態度に問題があった者は、保育者としての倫理観が十

分でないとして、 以下のケースに応じて減点することとする。ただし、最大で５点までの減点
にとどめるものとする。 

  ・「過度の居眠り」及び「不必要な私語」（1点） 
  ・「無許可による携帯電話の使用（SNS等）」（2点） 

注

意

事

項 

＜参考文献＞ 
中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成 23
年 1月 31日）。 
URL：http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2011/02/01/130187 

8_1_1.pdf 
神長美津子（監修）・米谷美和子ほか（著）『キラッと光る保育者のマナー』ひかりのくに、2005。 
森眞理ほか『保育者のマナー』チャイルド本社、2006。 
塩谷香（監著）『保育者のマナーと常識』少年写真新聞社、2012。 
横山洋子ほか『保育者のためのお仕事マナーBook』学研プラス、2015。 
中野悠人ほか『先輩が教えてくれる！ 新人保育士のきほん』翔泳社、2016。 
※そのほか適宜、授業内で参考文献を示す。 

  

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2011/
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１

回 

〇授業の進め方についての説明（尾崎・都田） 
・キャリアガイダンスの授業計画を解説する。 
（教育目標と学習成果、授業の進め方、具体的な授業内容、評価の方法など） 
・キャリア支援室紹介 
・公務員対策講座説明 
・「履歴書」の書き方（第１回目 学歴・職歴） 

 
学習成果：授業回数別教育内容に関して理解する。 
復習事項：本時の内容を復習する。 
 

２

回 

〇求人票の見方と就労、生活設計・家計管理（尾崎・都田） 
・経営形態（社会福祉法人・株式会社・NPO法人、認可・無認可） 
・勤務形態（正職・嘱託・臨時） 
・給与（基本給・諸手当・所得税・手取り） ・金融関係（家計、クレジットカードほか） 

 
学習成果：経営形態や勤務形態、給与などについて学ぶ。 
予習事項：就職についての質問などを考えてくる。 
復習事項：本時の内容を復習する。 
 

３

回 

〇本学における学び、就職活動とその状況（尾崎・都田） 
・種別（幼稚園、保育所、こども園、施設、その他） 
・規模と働き方（大規模園・中規模園・小規模園、院内保育・企業内保育） 
・活動時期と活動日について 
・内定までのプロセスについて（実習、見学、ボランティア、面接、試験について） 
・就職先の探し方について 
実習先、求人票、教員の紹介、親や地元関係者の紹介、市町村ごとの社会福祉協議会の就   

職紹介コーナー、ネット人材バンクを利用する時の注意など。 
 
学習成果：就職活動とその状況について学ぶ。 
予習事項：自分の就職について考えてくる。 
復習事項：本時の内容を復習する。 
 

４

回 

〇「履歴書」の書き方（２回目）（尾崎・都田） 
履歴書の書き方、とくには長所・短所、趣味・特技、自己ＰＲについて、これまでの学校生活

で得た知識・技能を書き出しまとめる。 
 
学習成果：自分の個性を理解し、これまでの経験を具体化することによって履歴書の自己 PR欄 
     が書けるようになる。 
予習事項：長所・短所、趣味・特技、自己ＰＲについて考えてくる。 
復習事項：長所・短所、趣味・特技、自己ＰＲの書き方について復習する。 
 

５

回 

〇「履歴書」の書き方（３回目）（尾崎・都田） 
   履歴書の書き方、とくには志望動機について、保育者になろうと思った動機などについて 
   まとめる。 
 
学習成果：各自が保育者への道を再発見し、実習への課題や自己課題を具体化することによって 

履歴書の志望動機欄が書けるようになる。 
予習事項：志望動機について考えてみる。 
復習事項：志望動機の書き方について復習する。 
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６

回 

〇就職について（１）（試験対策編）（尾崎・都田） 
保育者として、幼稚園や保育所（園）、各種施設などに就職する際の試験（専門試験やＳＰＩ） 
について具体的に理解する。さらにその際に、「研究倫理」についても理解する。 

 
学習成果：就職する際の試験（専門試験やＳＰＩ）について具体的に理解する。 
予習事項：園の就職試験について調べてくる。 
復習事項：就職する際の試験（専門試験やＳＰＩ）について復習する。 
 
 

７

回 

〇就職について（２）（試験対策編）（尾崎・都田） 
  保育者として、幼稚園や保育所（園）、各種施設などに就職する際の試験（作文・小論文）に 
  具体的に理解する。 
 
学習成果：就職する際の試験（作文・小論文）に具体的に理解する。 
予習事項：園の就職試験について調べてくる。 
復習事項：就職する際の試験（作文・小論文）について復習する。 
 
 

８

回 

〇就職に関するマナー講座（１）（尾崎・都田） 
・面接における入退室のマナーを学ぶ。 
・話し方、聞き方を学ぶ（敬語）。 

 
学習成果：面接時のマナーについて理解する。 
予習事項：面接時のマナーについて考えてくる。 
復習事項：面接時のマナーについて復習する。 
 
 

９

回 

〇就職に関するマナー講座（２）（尾崎・都田） 
・企業への電話でのマナーを学ぶ。 
・企業への書類作成のマナーを学ぶ（添え状、封筒の表書き、裏書）。 

 
学習成果：就職活動に必要なマナーが身につく。 
予習事項：電話や書類作成のマナーについて考えてくる。 
復習事項：電話や書類作成のマナーについて復習する。 
 
 

10
回 

〇就職について（３）（尾崎・都田） 
 ・就職試験における個人面接及び集団面接の基礎的事項を理解する。 
 
学習成果：個人面接及び集団面接の基礎的事項を学ぶ。 
予習事項：面接の際に重要だと思うことを考えてくる。 
復習事項：個人面接及び集団面接の基礎的事項について復習する。 
 

11
回 

〇就職について（４）（尾崎・浦上・都田） 
 ・就職試験における集団面接を想定しての模擬面接の演習を行う。 
  ※集団面接は試験官役を教員２名が担当する。 
 
学習成果：模擬面接を通して、社会的・職業的自立のための能力を身につける。 
予習事項：模擬面接での応答をイメージしてくる。 
復習事項：模擬面接を通して、自身の課題を見つける。 
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12
回 

〇就職について（５）（尾崎・浦上・都田） 
 ・就職試験における集団面接を想定しての模擬面接の演習を行う。 
 ※集団面接は試験官役を教員２名が担当し、総評をおこなう。 
 
学習成果：模擬面接を通して、社会的・職業的自立のための能力を身につける。 
予習事項：模擬面接での応答をイメージしてくる。 
復習事項：模擬面接を通して、自身の課題を見つける。 

13
回 

〇就職について（６）（尾崎・都田） 
 ・就職試験におけるグループディスカッションの基礎的事項を理解する。 
 
学習成果：グループディスカッションの基礎的事項を学ぶ。 
予習事項：グループディスカッションの際に重要だと思うことを考えてくる。 
復習事項：グループディスカッションの基礎的事項について復習する。 

14
回 

〇就職について（７）（尾崎・都田） 
 ・就職試験におけるグループディスカッションを想定してのグループディスカッションを行う。 
 
学習成果：グループディスカッションを通して、社会的・職業的自立のための能力を身につける。 
予習事項：グループディスカッシでの応答をイメージしてくる。 
復習事項：グループディスカッシを通して、自身の課題を見つける。 

15
回 

〇就職について（８）、総括（尾崎・都田） 
 ・就職試験におけるグループディスカッションを想定してのグループディスカッションを行う。 
 ・本科目の総括を行う。 
 
学習成果：グループディスカッションを通して、社会的・職業的自立のための能力を身につける。 
     本授業の総括を行い、今後の自身のキャリアについて考えてみる。 
予習事項：グループディスカッシでの応答をイメージしてくる。 
復習事項：グループディスカッシを通して、自身の課題を見つける。 
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令和 ７ 年 度 教 育 計 画 

科目名 英語（Ａ） 授業回数 15 単位数 1 担当教員 花田春香 

質問受付の方法（e-mail，オフィスアワー等）：授業時間中  OH: ―― 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

教育目標：英語を「読む」「書く」「聞く」「話す」を統合的に学び，①英語の総合力を向上

させ，②実用的に英語を活用する力を身につける．③多文化共生社会における人間関係形成

力と職業的意義も踏まえた実践的な学習を行う（グループ・ワークなど）．④就学前児童教

育関連の英語に親しみ，保育の現場で活用できる． 

 

学生の学習成果：教育目標に記載した①〜④の専門的学習成果と 汎用的学習成果として，

自己管理能力と教育を通した人間関係形成力（自己表現，他者理解，問題解決）を涵養する．  

 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

※原則，英語で授業は進行される．挨拶，質問などを英語で行う（あるいは，行おうとする）こと． 

1.Reading: ESL のテキストを用いて「読む」「聞く」「話す」「書く」の総合的な言語活

動を行う．内容を理解する．活用できる語彙を増やす．内容理解と英語の発音や抑揚

を練習する． 

2.グループ/ペア・ワークを中心に実践的な英語スキル習得．就学前児童の外国語活動

をリードできるようなスキルの育成ワークショップを行う． 

4.授業内容の振り返りを最初と最後に行う． 

 

 

予
習
・
復
習 

予習・復習の時間はそれぞれ 45 分，45 分行う． 

・毎授業毎に「授業回数別教育内容」に記された予習を求める． 

・毎授業毎に「授業回数別教育内容」に記された復習を求める． 

・復習を行なったかどうかは小テストや発表，予習については授業中に発言を求める

ことなどで確認する． 

テ
キ
ス
ト 

・Pearson Japan, 2015,『TOP NOTCH 3rd EDITION FUNDAMENTALS:Student Book』 

・英語の絵本や歌の資料 

・プリント教材． 

学
習
評
価
の
方
法 

1.各 Unitのまとめプリント： 合計 40点（80点満点の小テスト Unit1〜5の合計） 
 →言語活動を通して「読む」，「聞く」のペーパーテストによる評価． 
2.プレゼンテーション: 各授業の英語の歌，絵本を実践に活用できるか，を評価．学習した英語
が活用できる．自分の関心を英語で表現できる．10 点 
 →自己表現と他者理解（習得した内容を効果的に英語と保育で活用できるアイデア・準備・コ

ミュニケーション能力を評価．発表ごとにフィードバックする．） 
3.定期テスト：50点（100 点満点×0.5） 
 →「英語を使える」ことにおいて重要な語彙力，「聞く」こと，「書く」こと，「読む」ことを，

学習を通して身につけられたかを評価．ペーパーテスト． 

注

意

事

項 

【参考図書・資料】 

・Pearson Japan, 2015,『TOP NOTCH 3rd EDITION FUNDAMENTALS:Student Book』アプリ 

※授業内にて詳細説明． 

・SESAME STREET 公式サイト https://www.sesamestreet.org 

※無料，子ども向け英語ゲーム,動画が閲覧できる． 

・「瞬間 英会話」動画 

他，授業中に指示します． 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

・オリエンテーション：授業の目標，進め方，持ち物，単位認定方法を理解する． 
・演習内容と成果：英語での自己紹介．友人を紹介できる． 
・習得する保育に推奨する英語の歌や絵本を聞いたり，読んだりしてみる． 
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：歌①と絵本①（Our Sweet Home）導入 
 
＊配布物：絵本のプリント① / オリエンテーションプリント+自己紹介プリント 
＊MOODLE：歌の歌詞カードをすべて掲載する． 
予習・復習：英語の絵本の本文と歌詞は必ず覚えること．教科書の内容は授業で指示します． 

２ 

回 

テーマ１：アルファベットと天気 
 
・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌①（The Alphabet Song ）発表 
・教科書 Unit1 Names and Occupations  
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本①（Our Sweet Home）発表 
 動画を観て，内容，音読（発音・抑揚）練習．読み聞かせのためのグループを作り，練習． 
・英語の教育関連映像を観る． 
 
予習・復習：同上 
学習成果：基礎的・実践的な英語を習得しながら，保育士の現場で使える英語を学ぶ．  

３ 

回 

・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌②（The Weather Song）導入． 
・教科書 Unit1 Names and Occupations/ 小テスト① 
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本② （Me Myself）導入 
 
＊配布物：絵本② 
＊予習・復習：英語の歌を覚える．絵本と歌の予習．教科書の内容は授業で指示。 
学習成果：同上のため，以下省略．  

４ 

回 

・Unit2 About People 導入 
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本② （Me Myself） 発表 
・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌②（The Weather Song）発表 
 
＊予習・復習：同上（小テストがある際は，テスト準備をすること。） 

５ 

回 

テーマ２：からだ 
 
・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌③導入（Close and Open Your Hands）の練習．発音や
発声の確認． 

・教科書 Unit2 About People  
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本③（What Can You Do?）練習。 
 
＊予習・復習：同上 

６ 

回 

・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌③（Close and Open Your Hands）発表 
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本③発表（What Can You Do?） 
・Unit2 About People / 小テスト② 
 
予習・復習：小テスト準備．歌詞は必ず覚えること．教科書の内容は授業で指示します．  
学習成果：基礎的・実践的な英語を習得しながら，保育士の現場で使える英語を学ぶ． 

７ 

回 

テーマ３：動き１ 
 
・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌④ 導入（Head Shoulders Knees and Clap! Or Toe） 
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本④ （Monsters Inc.）導入 
・Unit3 Places and How to Get There 
 
＊配布物：小テスト 
予習・復習：歌詞は必ず覚えること．絵本③の予習をすること．教科書の内容は授業で指示． 

８ 

回 

 
・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌④（Head Shoulders Knees and Clap! Or Toe）発表 
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本④ （Monsters Inc.）発表 
・教科書 Unit3 Places and How to Get There 小テスト③ 
 
予習・復習：絵本の本文をしっかりと読む．覚える．絵本の発表準備．教科書なようは授業時間
に指示する． 学習成果：７回までのものと同様とする．  
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９ 

回 

テーマ４：動き２ 
 
・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌⑤（Seven Steps）導入 
・Unit4 Family  
 
予習・復習：歌詞を覚え，発表できる状態にする．ほか授業時間に指示．学習成果：同上 

10 

回 

・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌⑤（Seven Steps）発表 
・Unit4 Family / 小テスト④ 
 
＊配布物：小テスト 
予習・復習：絵本の本文をしっかりと読む．覚える．ほか授業時間に指示．学習成果：同上 

11 

回 

テーマ５：動き３ 
 
・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌⑥（The Hokey-Pokey）導入・暗記 
・保育園・幼稚園で活用できる英語の歌⑥（The Hokey-Pokey）発表 
・保育園・幼稚園でできるワークショップ：世界の遊び 準備（ルール説明など） 
 
＊配布物：プリント 
予習・復習：上記と同様とする． 学習成果：同上 

12 

回 

世界の遊び 実践 
 

13 

回 

テーマ６：出来事 
 
・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本⑤“DUMBO”導入 
・Unit5 Events and Times 
・最終プレゼンテーション準備 

14 

回 

・保育園・幼稚園でできる英語ワークショップ：絵本⑤“DUMBO”発表 
・Unit5 Events and Times / 小テスト⑤ 
・最終 英語絵本プレゼンテーション準備・発表（発表⑥） 
 
予習・復習：全体復習とプレゼンテーション準備． 学習成果：同上 

15 

回 

・最終 英語絵本プレゼンテーション準備・発表（発表⑥） 
・前期 最終テストに向けての振り返り． 
 
＊配布物：前期内容 振り返りプリント  
予習・復習：プレゼンテーション準備．学習内容を全て振り返って，資料などを整理する． 
学習成果：実践の場で活用できる英語のスキルを身につける．協同作業を通した言語活動で英語
を通して人間関係形成力とコミュニケーション能力で学習成果を発表できる． 
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令和 ７ 年 度 教 育 計 画 

科目名 英語（Ｂ） 授業回数 15 単位数 1 担当教員 花田春香 

質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー等）：授業時間中  OH: ―― 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

教育目標：英語を「読む」「書く」「聞く」「話す」を統合的に学び、①英語の総合力を向上させ、

②実用的に英語を活用する力を身につける。時事問題にも触れ、③多文化共生社会における人間

関係形成力と職業的意義も踏まえた実践的な学習を行う（グループ・ワークなど）。④就学前児

童教育関連の英語に親しみ、保育の現場で活用できる。 

 

学生の学習成果：教育目標に記載した①〜④の専門的学習成果と 汎用的学習成果として、自己

管理能力と教育を通した人間関係形成力（自己表現、他者理解、問題解決）を涵養する。 

 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

※原則、英語で授業は進行される。挨拶、質問などを英語で行う（あるいは、行おうとす

る）こと。 

1.Reading: ESL のテキストを用いて「読む」「聞く」「話す」「書く」の総合的な言語活

動を行う。内容を理解する。活用できる語彙を増やす。内容理解と英語の発音や抑揚

を練習する。 

2.グループ/ペア・ワークを中心に実践的な英語スキル習得。就学前児童の外国語活動

をリードできるようなスキルの育成ワークショップを行う。 

 

予
習
・
復
習 

予習・復習の時間はそれぞれ 45 分、45分行う。 

・毎授業毎に「授業回数別教育内容」に記された予習を求める。 

・毎授業毎に「授業回数別教育内容」に記された復習を求める。 

・復習を行なったかどうかは単語テストや指名により、予習については授業中に発言を求

めることなどで確認する。 

・グループ・ワークで必要なものを責任持って準備する。 
テ
キ
ス
ト 

・Pearson Japan, 2015,『TOP NOTCH 3rd EDITION FUNDAMENTALS:Student Book』 

・プリント教材 

・英語の絵本や歌の資料 

 

学
習
評
価
の
方
法 

1.各 Unitのまとめプリント： 合計 40点（80点満点の小テスト Unit6〜10の合計） 
 →言語活動を通して「読む」，「聞く」のペーパーテストによる評価． 
2.プレゼンテーション: 各授業の英語の歌，絵本を実践に活用できるか，を評価．学習した英語
が活用できる．自分の関心を英語で表現できる．10 点 
 →自己表現と他者理解（習得した内容を効果的に英語と保育で活用できるアイデア・準備・コ

ミュニケーション能力を評価．発表ごとにフィードバックする．） 
3.定期テスト：50点（100 点満点×0.5） 
 →「英語を使える」ことにおいて重要な語彙力，「聞く」こと，「書く」こと，「読む」ことを，
学習を通して身につけられたかを評価．ペーパーテスト． 

注

意

事

項 

【参考図書】 

・Pearson Japan, 2015,『TOP NOTCH 3rd EDITION FUNDAMENTALS:Student Book』アプリ 

※授業内にて詳細説明． 

・SESAME STREET 公式サイト https://www.sesamestreet.org 

※無料，子ども向け英語ゲーム,動画が閲覧できる． 

・「瞬間 英会話」動画 

他，授業中に指示します． 

 

https://www.sesamestreet.org/
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

①オリエンテーション…後期授業内容の共有。授業で持参するもの。試験実施について。評価など。 

②言語活動：夏休みの出来事をシェアする。：プリント使用 

③英語の絵本の読み聞かせ実践練習 絵本⑥導入  

④英語の歌⑦（“If you’re happy and you know it）導入 

 

＊配布物： 夏休みシェアトーク プリント / オリエンテーションプリント 
＊Moodle：歌詞カードはすべて掲載． 

・予習：教科書の問題を解いておく。絵本を読んでおく。歌詞を覚える． 

・演習内容：コミュニカティブな英語学習を通して英語スキルを向上し、教育の現場で活用できる英語の

言語活動で主体的な学習者、指導者の基礎を養う。 

２ 

回 

① 英語の歌⑦ “If you’re happy and you know it”発表（グループ orペアで）． 

② Unit6 Clothes 

③英語の絵本の読み聞かせ実践 絵本⑥習得 発表。 

・瞬間 英語発話練習 

 

・予習・復習：絵本の朗読、読み聞かせができるように練習する。絵本の動画を観て、キレイな発音、抑

揚を練習すること。歌詞カードで、歌の語句を流暢に読めるようにしておく。ほか授業時間に指示． 

学習成果：英語コミュニケーション能力を向上し、教育活動に活かせられる英語の能力・アイデアを主体

的に身につける。アウトプットできる。 

３ 

回 

① Unit6 Clothes 小テスト 

② 英語の絵本の読み聞かせ実践 絵本⑦“Brown Bear, Brown Bear, What Do You See”導入 

・瞬間 英語発話練習 

 

＊配布物：絵本⑦“Brown Bear, Brown Bear, What Do You See” 

・予習・復習：絵本の朗読、読み聞かせができるように練習する。絵本の動画を観て、キレイな発音、抑

揚を練習すること。歌詞カードを見ながら正しい語句で歌を歌えるようにしておく。ほか授業時間に指示． 

４ 

回 

① 英語の絵本⑦の読み聞かせ実践練習・歌  

② グループ・ワーク：外国語活動ツールの作成１（グループ分け） 

＊持ってくる物注意！必ず，ハサミ，のり，ホッチキスなどをグループで手分けして持ってくる． 

 

・予習復習：絵本の朗読、読み聞かせができるように練習する。絵本の動画を観て、キレイな発音、抑揚

を練習すること。歌詞カードを見ずに、正しい語句で歌を歌えるようにしておく。 

５ 

回 

①Unit7 Activities 

③英語の絵本の読み聞かせ実践練習 “Brown Bear, Brown Bear, What Do You See”習得 

 グループ・ワーク：外国語活動ツールの作成２ 

・瞬間 英語発話練習 

 

＊持ってくる物注意！必ず，ハサミ，のり，ホッチキスなどをグループで手分けして持ってくる． 

・予習：同上 

・復習：絵本の朗読、読み聞かせができるように練習する。絵本の動画を観て、キレイな発音、抑揚を練

習すること。歌詞カードを見ながら、正しい語句で歌を歌えるようにしておく． 

６ 

回 

① Unit7 Activities 小テスト 

③英語の絵本の読み聞かせ実践練習 “Brown Bear, Brown Bear, What Do You See”。 

 グループ・ワーク：活動ツールを使いながら、絵本朗読発表練習。発表 

 

＊持ってくる物注意！必ず，ハサミ，のり，ホッチキスなどをグループで手分けして持ってくる． 

・予習：Unit7 小テスト対策。 

・復習：絵本の朗読、読み聞かせができるように練習する。歌詞カードを見ずに、歌える除隊にしておく。 

７ 

回 

①英語の歌“Ten Little Pumpkins”導入・活用 

②Unit8 Home and Neighborhood 

 

・予習：Unit8の問題を解いておく。歌詞カードで、歌の語句を流暢に読めるようにしておく。 

・復習：学習した、歌、絵本は目線を聞き手に向けながら行えるようにしておく。語句を覚えておく。  



 

Ⅰ－45 

授 業 回 数 別 教 育 内 容 

８ 

回 

①外国の遊びを覚える：外国の遊びを覚え、学びと遊びの誘導を練習する。 

 ※集合場所は教室ではありませんので気をつけること。 

 

・予習：Unit8，英語の歌の予習をすること．復習：教科書で間違えた問題を復習し、単語やフレーズを覚

えること。英語の歌の歌詞を覚えておくこと。 

９ 

回 

① Unit8 Home and Neighborhood 

② 絵本⑧“I AM A BUNNY”導入 

③ 絵本⑧“I AM A BUNNY” 読み聞かせ実践発表（グループ or ペアで）． 

④ 瞬間 英語発話練習 

 

＊配布物：絵本⑧“I AM A BUNNY” 

・予習：Unit8 小テスト対策。 

・復習：歌詞を暗記しておくこと。書ける、読める、教えられるまで。教科書の語彙も必ず 覚えること。 

10 

回 

① Unit8 Home and Neighborhood 小テスト 

② MINUTE TO WIN IT GAMES：１分間、室内で子どもとできる英語のゲームを学ぶ。“STACK IT UP”など 

 

・予習：歌詞カード見ずに歌えるように練習する。 

・復習：学習した、歌、絵本は目線を聞き手に向けながら行えるようにしておく。語句を覚えておく。 

11 

回 

① Unit9 Activities and Plans 

② 英語の歌“We Wish You A Merry Christmas”導入 

③英語の絵本⑨ “SAM AND MEG”導入 

 

・予習・復習：学習した、歌、絵本は目線を聞き手に向けながら行えるようにしておく。語句を覚えてお

く。 

12 

回 

① 英語の歌 “We Wish You A Merry Christmas” 発表（グループ or ペアで）． 

② “SAM AND MEG”発表（グループ or ペアで）． 

③ Unit9 Activities and Plans 小テスト 

 

・予習・復習：学習した、歌、絵本は目線を聞き手に向けながら行えるようにしておく。語句を覚えてお

く。外国語活動ツールの準備。 

13 

回 

① Unit10 FOOD 

② 絵本⑩ 導入 

 

・予習：Unit9 小テスト対策 

・成果：保育の現場で就学前児童への遊び、音楽、朗読を通した外国語活動の実践者となる。 

14 

回 

① Unit10 FOOD 小テスト 

② 絵本⑩発表 

 

予習・復習：授業で学んだことを全体的に復習しておく。 

・成果：学習したことをどのように保育の現場で活用できるのか、意見交換をしながら活用を考える。 

15 

回 

①後期、試験範囲の復習を行う。 

 「学び合い」の方法で、後期学習した内容を振り返る。 

②自身の習得した、英語を活用した保育の企画を考え、発表する。 

・成果：保育の現場で就学前児童への遊び、音楽、朗読を通した外国語活動の実践者となる。実践的な英

語学習を通して行なったテキストを中心とした学習を活用する。 

 

＊配布物：後期内容振り返りプリント 
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令 和 7 年  度 教 育 計 画 

科目名 体育実技 授業回数 15 単位数 １ 担当教員 吉田 升 

質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー）：nyoshida@owc.ac.jp、月曜日 5限目 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

教育目標：  

体育実技を通して、体力や技能の向上を図り、仲間と体を動かす楽しさを味わうことでコ

ミュニケーション能力を身につける。また、生涯にわたってスポーツを行う生活習慣を身に

つける。  

学生の学習成果  

・専門的学習成果：１ 基礎技能の向上及び試合ができる技能・能力が身に付く。  

 ２ 日常生活に必要な体力を養う。  

・汎用的学習成果：スポーツ活動に積極的に参加し、実践する態度が身につく。コミュニケーショ

ン能力や自己管理能力が向上し、人間関係力が身につく。 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技）  

・６種目の球技を実践する。 

・体力維持の為、筋力トレーニングを行う。  

・それぞれの球技のルールを説明し、基礎技能の練習や試合を行う。  

・グループ編成で授業を進めていく。  

・用具の管理を当番制で行う。 

 

予
習
・
復
習 

1回の授業に対する予習および復習の時間はそれぞれ 90分とする。 

 

予習：講義における主要な内容について予習を課す。 

復習：講義内容における重要な項目について復習を課す。 

テ
キ
ス
ト 

特に設けない。 

 

学

習

評

価

の

方

法 
専門的学習成果  

・バドミントン ・卓球 ・バレーボール ・ソフトバレーボール 

・バスケットボール ・硬式テニス 等 

技能、ルール理解の評価を行う（70%）。 

汎用的学習成果  

スポーツ活動に参加する態度（20%）「態度・信念」 

グループ活動での参加態度（10%）「人間関係力」 

 

注

意

事

項 

服装等について：室内で用いる運動用シューズを準備すること。服装は、運動に適した服装で

参加すること。アクセサリー等については、可能な限り全て外すこと。 

遅刻について：準備運動終了後入室した場合、怪我などの心配があるため、指導者の指示に従

って授業に参加すること。 

見学者について：授業内容を見学用紙に記入すること。 

トイレ等で退室する場合、入室時に帰ってきたことを伝えること。 

体調等が悪い場合は、事前に申し出ること。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

オリエンテーション  

  授業の進め方、安全に対する留意点、学習評価の方法、施設、用具の使い方について説明す

る。  

基礎運動  

  ストレッチ、ランニング、腹筋、背筋などの実技を行う。  

学習評価  

  授業の進め方及び学習評価の方法を理解する。毎回の授業において基礎運動を行うことによ

り体力が身に付くことを理解する。 

【予習】シラバスを読み、講義の内容を確認し、ストレッチについて調べる。 

【復習】基礎運動について復習する。 

２ 

・ 

３ 

回 

ソフトバレーボール  

・基礎技能の習得：アンダーパス  オーバーパスの技能習得をする。  

・ルールの説明：２ゲーム先取で行う。１ゲーム 15 点、１対１の場合は３ゲーム目を行う。 

  ただし３ゲーム目は５点で勝敗を決める。    

・試合：チームごと対戦相手を決め交流を図る。  

学習評価  

  基礎技能の向上及びルールを理解することにより試合を円滑に進めることが出来る。  

  対戦相手と交流を図ることでコミュニケーション能力が身に付く。 

【予習】ソフトバレーボールのルールを調べる 

【復習】アンダーパス、オーバーパスを復習する。 

４ 

・ 

５ 

・ 

６ 

回 

硬式テニス  

・基礎技能の習得：ストローク、サーブ、レシーブの技能習得をする。  

・２人組、４人組で打ち合いを行う。  

学習成果  

  基礎技能の向上及び試合が出来る能力が身に付く。 

【予習】硬式テニスのルールについて調べる。 

【復習】サーブやストロークの復習をする。 

７ 

回 

バドミントン  

・基礎技能の習得：ストローク、ハイクリヤー、スマッシュ、ドロップ、サーブの技能習得を

する。  

ルールの説明：実践を交えながらルールの理解を行う。  

学習成果  

  基礎技能の向上及び試合ができる技能・能力が身に付く。  

【予習】バドミントンのシングルスのルールについて調べる。 

【復習】サーブ、スマッシュ、ヘアピンについて復習する。 

８ 

・ 

９ 

回 

バドミントン  

・試合（ダブルス）：リーグ戦を行う（グループごと）。  

学習成果  

  試合戦術が向上する  

  積極的に実践する態度が身に付く。 

【予習】バドミントンのダブルスのルールについて調べる。 

【復習】バックスイングの復習をする。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

10 

回 

卓球  

・試合（シングルス） 基礎技能の習得 

リーグ戦を行う（グループごと） サーブ  ストロークの技能習得をする。 

 ・ルール説明：実践を交えながら  

ルールの理解を行う 

学習成果  

卓球：基礎技能の向上及び試合ができる技能・能力が身に付く。 

【予習】卓球のルールについて調べる。 

【復習】サーブ、ラリーについて復習する。 

11 

・ 

12 

回 

卓球  

・試合（ダブルス）リーグ戦を行う。 

学習成果  

  卓球：練習してきた成果が発揮できる能力が身に付く（自己実現） 

【予習】サーブと 10回以上のラリーの練習をする。 

【復習】サーブとラリーについて復習する。 

13 

回 

バスケットボール  

・基礎技能の習得：チェスト等のパス  ジャンプ・ドリブルシュートの技能習得をする。 

・ルールの説明：実践を交えながらルールを理解する。  

・試合：グループ編成を行い、交流戦を行う。  

学習成果  

  基礎技能の向上及び試合ができる技能・能力が身に付く。戦術を考えることで、協力し合う

態度、価値観、意見などの自己表現力が身に付く。  

【予習】バスケットボールのルールを調べる。 

【復習】パスとドリブルについて復習する。 

14 

・ 

15 

回 

バレーボール  

・基礎技能の習得：サーブ、レシーブ、オーバー・アンダーハンドパスを習得する。  

・ルールの説明：実践を交えながらルールの理解をする。  

・試合：グループ編成を行い、交流戦を行う。  

学習成果  

  基礎技能の向上および試合ができる技能・能力が身に付く。戦術を考えることで、協力し合

う態度、価値観、意見などの自己表現力が身に付く。 

【予習】バレーボールのルールについて調べる。 

【復習】アンダーハンドパスとオーバーハンドパスについて復習する。 

 



Ⅰ ‐ 49 

令  和 7 年 度 教 育 計 画 

科目名 体育理論 授業回数 ８ 単位数 １ 担当教員 吉田 升 

質問受付の方法（e-mail、オフィスアワー）：nyoshida@owc.ac.jp、月曜日 5限目 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

教育目標： 

１．体力の保持・増進に係る科学的な運動処方及び生涯体育の必要性に対する理解 

２．現代社会における心身の健康を取り巻く諸問題に対する理解 

３．健康生活の構築を図るための有効なアプローチに対する理解 
学生の学習成果： 
・専門的学習成果として、上記３項目の教育目標を達成できるようにする。 

・汎用的学習成果として、積極的に体力の保持・増進を図るための「価値・意見」を形成す

ると共に、「論理的思考力」を身につける。 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

上述の教育目標及び学習成果を達成するために、シラバスに示すテーマ以外にも、

健康を脅かす喫緊の課題が有れば、その内容を盛り込んで講義を展開する。 

また、講義内容にかかわらず、以下の項目を重視して授業を進める。 

１．取り扱う全テーマについて、自らの問題として関心を持って捉える姿勢を育む。 

２．問答式授業を採用し、積極的な発表や質疑応答等を通して授業を活性化する。 

予
習
・
復
習 

1回の授業に対する予習および復習の時間はそれぞれ 90分とする。 

 

予習：講義における主要な内容について予習を課す。 

復習：講義内容における重要な項目について復習を課す。 

テ
キ
ス
ト 

・テキストは使用せず、講義内容に即したプリントを使用して講義を進める。 

＊補助教材として、VTRや DVDを適宜使用する。 

学
習
評
価
の
方
法 

●専門的学習成果 

 筆記試験：下記 3点について、用語の説明および図等を用いた論述を課す。（80%） 

（１）体力の保持・増進に係る科学的な運動処方及び生涯体育の必要性に対する理解 

（２）現代社会における心身の健康を取り巻く諸問題に対する理解 

（３）健康生活の構築を図るための有効なアプローチに対する理解 

 

●汎用的学習成果 

「価値・意見」及び「論理的思考力」：受講中の態度や質疑応答等を評価する。（20%） 

 

注

意

事

項 

参考図書等 

・緒方正名編『健康科学概論』朝倉書店、1992年。 

・田口貞善・山地啓司編『運動・健康とからだの秘密』近代科学者、1998年。 

・春日規克編『運動生理学の基礎と発展』星雲社、2018年。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

■オリエンテーション 

 教育目標と学生の学習成果、教育方法、学習評価の方法について説明する。 

■講義内容［生活習慣病予防のための運動と食事］ 

現代の生活習慣病を学び、生活習慣病予防のための運動と食事について解説する。 

＊学習成果：生活習慣病予防のための運動と食事の方法ついて理解する。 

【予習】心身の問題や課題について調べる。 

【復習】現代人の心身の問題について考え、生活習慣についても復習する。 

２ 

回 

■講義内容［運動と筋肉］ 

骨格筋の構造と働き、筋収縮様式と運動・スポーツの種類との連関性について解説する。 

＊学習成果：運動・スポーツによる身体への具体的な効力について理解する。 

【予習】筋肉について調べる。 

【復習】トレーニングの方法について復習する。 

３ 

回 

■講義内容［発育と発達］ 

人体の発育・発達について解説する。 

＊学習成果：人間を支える骨格の構造や働きを理解し、身体の発育・発達について理解する。 

【予習】人間の骨の働きについて調べる。 

【復習】現在の自分の身体の発育・発達について復習する。 

４ 

回 

■講義内容［ストレス］ 

ストレス発生のメカニズムと生理的変化、引き起こされるストレス病について解説する。 

＊学習成果：ストレスのメカニズムと回避・解消法について理解する。 

【予習】ストレスの要因について調べる。 

【復習】ストレスの回避・解消法の実際について復習する 

５ 

回 

■講義内容［運動と体温］ 

体温調節のしくみと運動時の環境温について解説する。 

＊学習成果：運動時の体熱産生・放散ついて理解する。 

【予習】体温の測定方法を調べ、体温を測定し、自分の平熱を調べる。 

【復習】高温環境下での運動時に発生する事故および対処法について復習する。 

６ 

回 

■講義内容［ここの健康］ 

現代に生きる我々が抱える心身をとりまく諸問題について解説する。 

＊学習成果：現代社会における心身の諸問題について理解する。 

【予習】心身の問題や課題について調べる。 

【復習】現代人の心身の問題について復習する。 

７ 

回 

■講義内容［運動と循環］ 

循環器系の機能と構造について学び、運動時の身体の循環機能について解説する。 

＊学習成果：心臓から送り出された血液が人体の何に使われているのかについて理解する。 

【予習】心臓の形態や構造について調べる。 

【復習】運動による循環動態について復習する。 

８ 

回 

■講義内容［妊娠・出産］ 

生命誕生について、「DVD／驚異の小宇宙(1)人体～生命の誕生～」の視聴により解説する。 

＊学習成果：妊娠・出産に伴う心身の変化を通して「生命の尊厳」について理解する。 

【予習】生命の誕生について調べる。 

【復習】「生命の尊厳」ついて復習する。 
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令  和  7  年  度  教  育  計  画 

科目名 基礎音楽 授業回数 15 単位数 1 担当教員 大羽敬子 

質問受付の方法: Ｓ－Ｔシャトルカード、授業時間の前後 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

〈教育目標〉 

音楽表現に必要な基礎知識を習得し、保育・教育現場で実践できる表現技能を身につけ、自

ら音楽表現の楽しさを味わうことを目標とする。 

 1．楽譜を読むために必要な基礎知識を習得する。 

 2．習得した読譜力を、歌唱・ピアノ演奏における表現の向上に結びつける。 

3．実践的な応用力を身につけ、歌唱表現を楽しむことができる。  

 

〈学生の学習成果〉 

専門的学習成果： 教育目標に掲げた 3項目について習得し、歌唱やピアノ演奏などの音楽

表現に活かせるようになる。 

汎用的学習成果： 知識を応用するために日々の自主練習の積み重ねが不可欠となる。 

各自の技能に応じた目標を設定し、達せに向けて努力する姿勢を身につ

けることができる。 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技） 

・テキストや配布プリントを用いて講義を行う。 

・講義内容に沿って演習を行う。  

・知識の理解度を確認するために小テストを実施する。 

 

 

予
習
・
復
習 

・授業前にテキストの該当ページを読む。（30分） 

・授業後にテキストの該当ページを再度読んで演習内容を復習する。（30分） 

テ
キ
ス
ト 

「この一冊でわかる ピアノ実技と楽典 増補版」 音楽之友社 

 

学
習
評
価
の
方
法 

専門的学習成果について、以下の配分で判断し、学習評価を行う。 

 

1. 授業への取り組み（課題提出を含む）  20％ 

2. 小テスト    （①～⑩）      20％ 

3. 学期末筆記試験            60％ 

 

なお、小テスト（①～⑩）については、出題範囲を前回授業内容とし、授業内で実施する。 

採点後、解説を加えて返却し、各回 60点未満の場合は再提出を求める。 

課題提出については、第 13回～第 15回授業内で作った伴奏楽譜等を提出し、添削指導をす

る。 

 

注

意

事

項 

参考図書：こどものうた 200」 チャイルド本社 

注意事項：授業の特性として、欠席した場合は、次回授業内容が分かり難くなるので注意 

する。 

 

 

 

   

 



 

Ⅰ － 52 

授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 

回 

＜オリエンテーション＞ 

授業の進め方、スケジュール、学習評価の方法について説明する。 

音楽歴、読譜力等についてのアンケート調査をする。 

  

＜音楽の学び方＞  テキスト P68～108 

・授業内容 保育士・幼稚園教諭に必要な音楽基礎の学び方、心構えについて認識する。  

・学習成果 読譜力を身につけることの必要性を認識できる。 

      知識理解にとどまらず、実際に歌唱や楽器演奏で表現できるようになることが

重要であることを認識できる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 テキストを再度熟読し、音楽の学び方を確認する。 

２ 

回 

＜楽譜について＞ テキスト P10～12 

・授業内容 楽譜の意味、五線、小節、音部記号と譜表、楽譜と鍵盤の位置について理解す

る。 

音の高低を意識する練習をする。 

・学習成果 楽譜とは何かを認識できる。 

楽譜と鍵盤の位置を認識することができる。 

音の高低を意識できるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 実際に鍵盤楽器で音を聴いて確認する。 

      学習した内容を再度確認する。 

 

３ 

回 

・小テスト① 

 

＜音名と階名＞ テキスト P13～17 

・授業内容 音名、半音と全音、変化記号、異名同音、臨時記号とナチュラルについて理解

する。 

      階名について理解し、簡単な楽譜を用いて階名唱の練習をする。 

・学習成果 音の高さに関する知識を身につけることができる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 階名唱を繰り返し練習し、慣れる。 

４ 

回 

・小テスト② 

 

＜音符と休符＞ テキスト P18〜19 

・授業内容 音符・休符の種類と名称、長さについて理解する。 

      わらべうたなどの楽譜を用いてリズム打ちの練習をする 

・学習成果 音符・休符の長さに関する知識を身につけることができる。 

正確なリズム打ちができるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 リズム打ちを繰り返し練習し、慣れる。 

５ 

回 

・小テスト③ 

 

＜リズムと拍子＞ テキスト P19～22 

・授業内容 拍子記号、拍子と強さ、弱起、シンコペーション、連符について理解する。 

・学習成果 拍子を理解して演奏の基礎を認識できる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 授業で扱った曲を繰り返し練習していろいろな拍子に慣れる。 

      練習問題を再確認する。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

６ 

回 

・小テスト④ 

 

＜記号と標語＞ テキスト P23～26 

・授業内容 記号と標語について、強弱に関するもの・速度に関するもの・奏法に関するも

の・曲想に関するものを理解する。 

      反復記号について理解する。 

・学習成果 記号と標語について確認し、楽譜の指示通りに演奏できるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 ピアノ楽譜などで復習して、知識を定着させる。 

 

７ 

回 

・小テスト⑤ 

 

＜音階と調＞ テキスト P41～51 

・授業内容 長音階と短音階について名称と構成音について理解する。 

      調子記号について理解する。 

・学習成果 いろいろな調の楽譜に対応できるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 音階について、実際に鍵盤楽器を用いて音を確かめる。 

      練習問題を再確認する。 

 

８ 

回 

・小テスト⑥ 

 

＜読譜（1）＞ テキスト P10～51 

・授業内容 実際に子どもの歌の楽譜を用いて、第 1回～第７回までの内容を確認しな 

がら楽譜を読む練習をする。 

・学習成果 簡単な初見演奏ができるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 授業で扱った楽譜について、繰り返し練習する。 

 

 

９ 

回 

＜読譜（2）＞ テキスト P10～51 

・授業内容 実際に子どもの歌の楽譜を用いて、第 1回～第７回までの内容を確認しな 

がら楽譜を読む練習をする。       

・学習成果 簡単な初見演奏ができるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 授業で扱った楽譜について、繰り返し練習する。 

 

 

 

10 

回 

＜音程（1）＞ テキスト P27～30 

 

・授業内容 音程について理解する 

      長短系の音程について理解し、実際に歌って響きを確かめる。 

・学習成果 2度、3度、6度、7度の音程について理解し、正確に歌う意識を持てるように

なる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 演習問題を再度確認する。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

11 

回 

・小テスト⑦ 

 

＜音程（2）＞ テキスト P31～40 

・授業内容 音程について理解する。 

      完全系の音程について理解し、実際に歌って響きを確かめる。 

・学習成果 1度、4度、5度、8度の音程について理解し、正確に歌う意識を持てるように

なる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 練習問題を再度確認する。 

 

12 

回 

・小テスト⑧ 

 

＜和音＞ テキスト Ｐ52～60 

・授業内容 和音、主要三和音、メジャーコード、マイナーコード、セブンスコードについ

て理解する。 

・学習成果 コードネームによる簡易伴奏がつけられるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 演習問題を再度確認する。 

 

 

13 

回 

・小テスト⑨ 

 

＜コードネームと伴奏付け（1）＞ テキスト Ｐ61～65 

・授業内容 コードの種類と構成音を理解し、簡単な童謡のピアノ伴奏を考える。 

・課題提出 授業内で作成した楽譜を提出する。 

・学習成果 各自の演奏技能に応じたピアノ伴奏を考え、楽譜に書くことができるように 

なる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 各自で考えたピアノ伴奏を練習し、さらに伴奏パターンを工夫する。 

      練習問題を再確認する。 

14 

回 

・小テスト⑩ 

 

＜コードネームと伴奏付け（2）＞ テキスト Ｐ61～65 

・授業内容 伴奏パターンを工夫して、各自の演奏技能に応じたピアノ伴奏を考える。 

・課題提出 授業内で作成した楽譜を提出する。 

・学習成果 幼児の歌の伴奏がつけられるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 コードネームを見ながらピアノ伴奏を練習する。 

 

 

15 

回 

＜移調と転調＞ テキスト P51 

・授業内容 移調と転調について理解する。 

     幼児の声域について知り、簡単な楽譜の移調をする。 

・課題提出 授業内で作成した楽譜を提出する。 

・学習成果 歌いやすい高さの調へ移調ができるようになる。 

・予習課題 テキストの該当ページを読む。 

・復習課題 第 1回～第 15回授業内容を総復習する。 
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令  和  ７  年  度  教  育  計  画 

科目名 公務員講座（一般教養） 授業回数 15 単位数 1 担当教員 尾崎 聡 
都田修兵 
 質問受付の方法 （e-mail、オフィスアワー）：stsuda@owc.ac.jp、金曜日５限目 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

＜教育目標＞ 
 本科目は、岡山短期大学の「公務員養成コース」を選択した学生の向けの科目である。 
 公務員試験とは、公務員としての任用に適格と認められる候補者を選抜する目的で国や

地方公共団体が実施する試験であり、公務員試験は国家機関職員である国家公務員を採用

する「国家公務員試験」と、各地方公共団体職員である地方公務員を採用する「地方公務

員試験」に大別される。 
 本科目は、とくに「地方公務員試験」（保育士・幼稚園教諭などの教員採用試験）を受

験する学生を対象としたものである。地方公務員法第20条によれば「競争試験は、職務遂
行の能力を有するかどうかを正確に判定することをもつてその目的とする。競争試験は、

筆記試験により、若しくは口頭試問及び身体検査並びに人物性行、教育程度、経歴、適

性、知能、技能、一般的知識、専門的知識及び適応性の判定の方法により、又はこれらの

方法をあわせ用いることにより行うものとする。」とされている。 
 本科目は、主として「筆記試験」における「一般教養」（人文科学・自然科学・社会科

学）の領域を扱うものであって、指定のテキストを用いて一般教養の問題を解きながら、

「地方公務員試験」（保育士・幼稚園教諭などの教員採用試験）の傾向と対策を学ぶとと

もに、公務員として必要とされる資質・能力を育むことを目指すものである。 
 
＜専門的学習成果＞ 
 地方公務員試験及び公務員として必要とされる「一般教養」（人文科学・自然科学・社

会科学）の内容について習得することである。 
 
＜汎用的学習成果＞ 
 公務員として必要とされる「態度・信念」、「価値・意見」、「論理的思考力」を獲得 
する。 

教

育

方

法 
授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技）  

・本科目は、「演習形式」による１５回の授業である。 
・１５回の授業のなかで、「復習プリント」等を配布し、学生の理解が深まるように

支援する。 

予
習
・
復
習 

予習・復習事項 
・毎授業回に、「授業回数別教育内容」に記された予習及び復習を求める。 
・予習については、第１回～１５回に向けて、45分×１５回を目安とする。また、復
習については、第１回～１５回に向けて、45分×１５回を目安とする。 

 
※復習でわからないことがあった学生には、OHなどを利用しながら、学習成果を高
める援助を行う。 

テ
キ
ス
ト 

プリントを配布する。 
＊そのほか適宜、参考文献等については授業内で示す。 
 
 
 
 

 



 

Ⅰ－56 

学

習

評

価

の

方

法 

＜学習評価の方法＞ 
学習評価の方法は以下のとおりである。 
 
●「専門的学習成果」については、「一般教養」（人文科学・自然科学・社会科学）の内容に

ついての習得及び学習態度によって評価する。なお、その都度フィードバックを実施する。 
（１）毎時間の予習及び復習（5点×14回＝70点） 
毎時間テキストの該当箇所を解いてくること（予習）及び毎時間の内容を復習すること。 

 
●「汎用的学習成果」については、公務員として必要とされる態度や信念を獲得の状況に基

づき、評価を行う。 
（２）シャトルカード（15回×2点＝30点） 
 毎回の授業において、小論述課題を課す。この課題について、自分の考え等をシャトルカ

ードに記入することによって得点とする。 
（３）その他 
学習評価の方法（１）（２）以外に受講態度に問題があった者は、保育者としての倫理観が

十分でないとして、 以下のケースに応じて減点することとする。ただし、最大で５点まで
の減点にとどめるものとする。 

  ・「過度の居眠り」及び「不必要な私語」（1点） 
  ・「無許可による携帯電話の使用（SNS等）」（2点） 
 
●学習評価 
「学則施行細則」第７条により、学習評価は 100点法をもって採点し、80点以上を優、70
点以上 80点未満を良、60点以上 70点未満を可、60点未満を不可とする。 

注

意

事

項 

＜参考文献等＞ 
●保育士採用試験情報研究会編著『スイスイわかる保育士採用 教養試験』一ツ橋書店。 
○保育士採用試験情報研究会編著『スイスイわかる保育士採用 専門試験』一ツ橋書店。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 問題集１ 一般教養Ⅰ［人文科学 自然科学］』

七賀出版。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 問題集２ 一般教養Ⅰ［社会科学］』七賀出版。 
○東京アカデミー編『教員採用試験対策 問題集３ 教職教養』七賀出版。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 一般教養Ⅰ［人文科学］』七賀出版。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 一般教養Ⅱ［社会科学］』七賀出版。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 一般教養Ⅲ［自然科学］』七賀出版。 
○東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 教職教養Ⅰ［教育原理・教育史］』七賀

出版。 
○東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 教職教養Ⅱ［教育心理・教育法規］』七

賀出版。 
 
※上記の参考文献は各年度で出版されるもので、名称等変更になる可能性がある。 
※「●」＝「公務員講座（Ａ）」の内容に関する参考文献を示す。 
※「○」＝「公務員講座（Ｂ）」の内容に関する参考文献を示す。 
 
尾崎聡・都田修兵編著『岡山短期大学公務員養成コーステキスト 公務員講座問題集』、

2022（初版 2021）。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  本科目の全体目標と授業スケジュール、成績評価等について理解するとともに、公務員

試験についての基礎的な事項を理解する。 
○本時の活動 
 ・オリエンテーションを行う。 
 ・テキストで解説する。 
○予習及び復習事項 
 予習事項：テキストの該当箇所を読む。 
 復習事項：再度テキストの該当箇所及びノートを見ながら、本時の内容をおさえる。 
 

２ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「政治」「経済」「社会」に関

しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

３ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「地理」「日本史」「世界

史」に関しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

４ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「地理」「日本史」「世界史」

に関しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 

５ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
 公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「国語」「文学・芸術」に関して

の理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
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授  業  回  数  別  教  育  内  容 

６ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「思想」に関しての理解を深

める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

７ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「数学」に関しての理解を深

める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

８ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「数学」に関しての理解を深

める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

９ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「物理」「化学」に関しての

理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

10 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「生物」「地学」に関しての

理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
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授  業  回  数  別  教  育  内  容 

11 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「文章理解（現代文）」「文章

理解（古文）」に関しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 

12 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「文章理解（英文）」に関し

ての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

13 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「判断推理」に関しての理解

を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

14 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「一般教養」の出題範囲から、とくに「数的推理」「資料解釈」に

関しての理解を深める。 
○本時の活動 
・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の問題を解いてくる。 
 ・復習事項：本時の内容を復習する。 
 

15 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
 これまでの「一般教養」の内容についての模擬試験に取り組むことによって、自身の学び

の状況等を把握するとともに、試験に向かう態度等を養う。 
○本時の活動 
 ・自身の学びを把握する。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：第１１回から第１４回までの範囲を確認してくる。 
 ・復習事項：自身の学びの状況等を把握する。 
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令  和  ７  年  度  教  育  計  画 

科目名 公務員講座（教職教養） 授業回数 15 単位数 1 担当教員 尾崎 聡 
都田修兵 
 質問受付の方法 （e-mail、オフィスアワー）：stsuda@owc.ac.jp、金曜日５限目 

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果 

＜教育目標＞ 
 本科目は、岡山短期大学の「公務員養成コース」を選択した学生の向けの科目である。 
 公務員試験とは、公務員としての任用に適格と認められる候補者を選抜する目的で国や

地方公共団体が実施する試験であり、公務員試験は国家機関職員である国家公務員を採用

する「国家公務員試験」と、各地方公共団体職員である地方公務員を採用する「地方公務

員試験」に大別される。 
 本科目は、とくに「地方公務員試験」（保育士・幼稚園教諭などの教員採用試験）を受

験する学生を対象としたものである。地方公務員法第20条によれば「競争試験は、職務遂
行の能力を有するかどうかを正確に判定することをもつてその目的とする。競争試験は、

筆記試験により、若しくは口頭試問及び身体検査並びに人物性行、教育程度、経歴、適

性、知能、技能、一般的知識、専門的知識及び適応性の判定の方法により、又はこれらの

方法をあわせ用いることにより行うものとする。」とされている。 
 本科目は、主として「筆記試験」における「専門教養（教職教養）」（教育学、保育原

理、法規等）の領域を扱うものであって、指定のテキストを用いて一般教養の問題を解き

ながら、「地方公務員試験」（保育士・幼稚園教諭などの教員採用試験）の傾向と対策を

学ぶとともに、公務員として必要とされる資質・能力を育むことを目指すものである。 
 
＜専門的学習成果＞ 
 地方公務員試験及び公務員として必要とされる「専門教養（教職教養）」（教育学、保

育原理、法規等）の内容について習得することである。 
 
＜汎用的学習成果＞ 
 公務員として必要とされる「態度・信念」、「価値・意見」、「論理的思考力」を獲得 
する。 

教

育

方

法 

授
業
の
進
め
方 

（講義・演習・実験・実習・実技）  

・本科目は、「演習形式」による１５回の授業である。 
・１５回の授業のなかで、「復習プリント」等を配布し、学生の理解が深まるように

支援する。 

予
習
・
復
習 

予習・復習事項 
・毎授業回に、「授業回数別教育内容」に記された予習及び復習を求める。 
・予習については、第１回～１５回に向けて、45分×１５回を目安とする。また、復
習については、第１回～１５回に向けて、45分×１５回を目安とする。 

 
※復習でわからないことがあった学生には、OHなどを利用しながら、学習成果を高
める援助を行う。 

テ
キ
ス
ト 

保育士試験研究会編『保育士・幼稚園教諭 採用試験問題集 2024年度』実務教育出
版、2023。 
＊そのほか適宜、参考文献等については授業内で示す。 
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学

習

評

価

の

方

法 

＜学習評価の方法＞ 
学習評価の方法は以下のとおりである。 
 
●「専門的学習成果」については、「専門教養（教職教養）」（教育学、保育原理、法規等）の

内容についての習得及び学習態度によって評価する。なお、その都度内容についてのフィ

ードバックを実施する。 
（１）毎時間の予習及び復習（3点×15回＝45点） 
 毎時間テキストの該当箇所を解いてくること（予習）及び毎時間の復習をすること。 
（２）模擬試験の実施（5点×6回＝30点） 
 授業内において「模擬試験」を実施する。この模擬試験への参加及び取り組みによって得

点とする。なお、模擬試験当日欠席した者については、別途模擬試験を実施することとす

る。 
●「汎用的学習成果」については、公務員として必要とされる態度や信念を獲得の状況に基

づき、評価を行う。 
（３）シャトルカード（25点） 
 毎回の授業において、小論述課題を課す。この課題について、自分の考え等をシャトルカ

ードに記入することによって得点とする。 
（４）その他 
学習評価の方法（１）（２）以外に受講態度に問題があった者は、保育者としての倫理観が

十分でないとして、 以下のケースに応じて減点することとする。ただし、最大で５点まで
の減点にとどめるものとする。 

  ・「過度の居眠り」及び「不必要な私語」（1点） 
  ・「無許可による携帯電話の使用（SNS等）」（2点） 
 
●学習評価 
「学則施行細則」第７条により、学習評価は 100点法をもって採点し、80点以上を優、70
点以上 80点未満を良、60点以上 70点未満を可、60点未満を不可とする。 

 

注

意

事

項 
＜参考文献等＞ 
●保育士採用試験情報研究会編著『スイスイわかる保育士採用 教養試験』一ツ橋書店。 
○保育士採用試験情報研究会編著『スイスイわかる保育士採用 専門試験』一ツ橋書店。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 問題集１ 一般教養Ⅰ［人文科学 自然科学］』

七賀出版。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 問題集２ 一般教養Ⅰ［社会科学］』七賀出版。 
○東京アカデミー編『教員採用試験対策 問題集３ 教職教養』七賀出版。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 一般教養Ⅰ［人文科学］』七賀出版。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 一般教養Ⅱ［社会科学］』七賀出版。 
●東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 一般教養Ⅲ［自然科学］』七賀出版。 
○東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 教職教養Ⅰ［教育原理・教育史］』七賀

出版。 
○東京アカデミー編『教員採用試験対策 参考書 教職教養Ⅱ［教育心理・教育法規］』七

賀出版。 
 
※上記の参考文献は各年度で出版されるもので、名称等変更になる可能性がある。 
※「●」＝「公務員講座（Ａ）」の内容に関する参考文献を示す。 
※「○」＝「公務員講座（Ｂ）」の内容に関する参考文献を示す。 
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授 業 回 数 別 教 育 内 容 

１ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  本科目の全体目標と授業スケジュール、成績評価等について理解するとともに、公務員

試験についての基礎的な事項を理解する。 
○本時の活動 
 ・オリエンテーションを行う。 
 ・テキストで解説する。 
○予習及び復習事項 
 予習事項：テキストの該当箇所を読む。 
 復習事項：再度テキストの該当箇所及びノートを見ながら、本時の内容をおさえる。 
 

２ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「専門教養（教職教養）」の出題範囲から、とくに「社会福祉」に

関しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストの練習問題を解いてみる。 
 

３ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験（「社会福祉」の範囲）を受け、決まった時間内で問題を解くなど試験の雰

囲気に慣れる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験を実施する（「社会福祉」）。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストなどで本時の内容について復習する。 
 

４ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験の結果をもとに、自身の学びの状況を把握し、課題などを発見することで、次

の学びへとつなげる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験の解説を実施する。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：模擬試験の問題におけるポイントなどを確認する。 
 

５ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「専門教養（教職教養）」の出題範囲から、とくに「子ども家庭福

祉」に関しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストの練習問題を解いてみる。 
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授  業  回  数  別  教  育  内  容 

６ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験（「子ども家庭福祉」の範囲）を受け、決まった時間内で問題を解くなど試

験の雰囲気に慣れる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験を実施する（「子ども家庭福祉」）。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストなどで本時の内容について復習する。 
 

７ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験の結果をもとに、自身の学びの状況を把握し、課題などを発見することで、次

の学びへとつなげる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験の解説を実施する。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：模擬試験の問題におけるポイントなどを確認する。 
 

８ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「専門教養（教職教養）」の出題範囲から、とくに「保育の心理学」

に関しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストの練習問題を解いてみる。 
 

９ 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験（「保育の心理学」の範囲）を受け、決まった時間内で問題を解くなど試験の

雰囲気に慣れる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験を実施する（「保育の心理学」）。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストなどで本時の内容について復習する。 
 

10 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験の結果をもとに、自身の学びの状況を把握し、課題などを発見することで、次

の学びへとつなげる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験の解説を実施する。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：模擬試験の問題におけるポイントなどを確認する。 
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授  業  回  数  別  教  育  内  容 

11 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「専門教養（教職教養）」の出題範囲から、とくに「保育原理」に

関しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストの練習問題を解いてみる。 
 

12 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験（「保育原理」の範囲）を受け、決まった時間内で問題を解くなど試験の雰囲

気に慣れる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験を実施する（「保育原理」）。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストなどで本時の内容について復習する。 
 

13 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  公務員試験における「専門教養（教職教養）」の出題範囲から、とくに「教育原理」に

関しての理解を深める。 
○本時の活動 
 ・テキストの該当箇所で解説を行う。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストの練習問題を解いてみる。 

14 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験（「教育原理」の範囲）を受け、決まった時間内で問題を解くなど試験の雰囲

気に慣れる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験を実施する（「教育原理」）。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：テキストなどで本時の内容について復習する。 
 

15 
回 

○本時の目標（尾崎・都田） 
  模擬試験の結果をもとに、自身の学びの状況を把握し、課題などを発見することで、次

の学びへとつなげる。 
○本時の活動 
 ・模擬試験の解説を実施する。 
○予習及び復習事項 
 ・予習事項：テキストの該当箇所の重要ポイントを確認してくる。 
 ・復習事項：模擬試験の問題におけるポイントなどを確認する。 
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令! ! 和! ! "! ! 年! ! 度! ! 教! ! 育! ! 計! ! 画!

科目名! 保育者基礎演習! 授業回数! #$! 単位数! ２! 担当教員!
尾崎聡!
学科教員!

質問受付の方法（%&'()*+オフィスアワー等）：授業後教室にて担当教員が受け付ける。! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

教
育
目
標
と
学
生
の
学
習
成
果!

教育目標!
使命感を備えた保育者を養成することを目指し、本授業ではその基礎となる以下の７点を目

標とする。!
①保育者養成校である本学の教育について理解する。!
②保育者に必要な知識・技能を理解する。!
③保育・福祉現場の現状と課題について理解する。!
④幼児指導の基本を修得する。!
⑤保育者として求められる心と体の健康作りの方法を理解する。!
⑥保育者として求められる論理的思考・文章表現力を修得する。!
⑦保育者になるための自己課題・克服方法を自覚する。!
学生の学習成果!
教育目標に掲げる７点及び保育者として求められる「態度・信念」「人間関係力」を修得す

る。!

教

育

方

法!

授
業
の
進
め
方!

（講義・演習・実験・実習・実技）!

・ 教員による講義、本学卒業生による講演、演習等の活動を通して学習する。!
・ 受講生は、毎回の学習成果を記述し提出する（課題・シャトルカード等）。!
・ 課題に関するフィードバックの方法は、各回の担当教員が説明する。!

予
習
・
復
習!

・毎授業回前に、「授業回数別教育内容」に記された予習を求める。!
・毎授業回後に、「授業回数別教育内容」に記された復習を求める。!
・１回の授業に対する予習・復習の時間はそれぞれ ,- 分とする。!

テ
キ
ス
ト!

・使用しない。!
・適宜持参するものを指示する。あるいは資料を配付する。!

学

習

評

価

の

方

法!

・各回担当教員が教育目標に掲げる７点の学習成果について、受講状況、シャトルカード・

課題等の記述により受講生を個別に評価し、それらを集計する（１００満点）。!
・全授業を通して受講態度・課題・シャトルカードにより「態度・信念」「人間関係力」の

評価を行い、思わしくない状態が続く場合は担当教員が指導を行う。改善が見られない場

合、評価点より減ずる。但し、人間的成長を考慮する。!

注

意

事

項!

参考図書等!

!
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授 業 回 数 別 教 育 内 容!

１!
回!

○本時の目標!
・オリエンテーション（.//0*% を活用した学習の仕方等を含む）!

○本時の活動!
! ・配付資料（シラバス・授業予定）を解説する。!
! ・講義による学習成果等について記述する。!
○本時の学習成果!
! ・本授業の概要を説明できる。!
予習：シラバスを通読する。!
復習：講義を振り返り、シラバスを確認する。!

２!
回!

○本時の目標! 【教育目標①】!
・「保育者養成校である岡山短期大学の１．建学の精神「教育三綱領」、２．「教育目標」、

そして幼児教育学科の３．「保育者養成の教育目標」、４．「学生の学習成果」、５．「入

学者受け入れの方針」、６．「教育課程編成・実施の方針」、７．「卒業認定・学位授与の

方針」を一体的に理解する。!
○本時の活動!
! ・学生のしおりを用いた講義を聴き、要点をノートに記述する。!
○本時の学習成果!
! ・「自分が、何を学んで、何ができるようになるのか」について具体に説明できる。!
予習：「学生のしおり」の学則及び学則施行細則第#章を通読し、２年間の学びを理解す

る。（学習時間,-分）!
復習：講義を振り返り、本学教育で「自分が、何を学んで、何ができるようになるのか」

について具体にレポート用紙にまとめる。（学習時間,-分）!
課題：復習でまとめたレポートを提出する。!
課題のフィードバック：合格となる課題のレポート記述を配付する。!

３!
回!

○本時の目標! 【教育目標①⑥】!
! ・レポートの書き方について学ぶ!
○本時の活動!
! ・レポートの書き方についての講義を聴く。!
! ・講義による学習成果等について記述する。!
○本時の学習成果!
! ・レポートの書き方について要点を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：レポートの書き方について考える。（学習時間 ,- 分）!

４!
回!

○本時の目標! 【教育目標②③】!
! ・保育現場の現状と課題（１）保育所（※認定こども園を含む）について理解する。!
○本時の活動!
! ・保育の現状と課題に関する講義を聴く。!
! ・講義による学習成果等について記述する。!
○本時の学習成果!
! ・保育現場の現状と課題について要点を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：講義内容を振り返る。（学習時間 ,- 分）!
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５!
回!

○本時の目標! 【教育目標②③】!
! ・保育現場の現状と課題（２）幼稚園（※認定こども園を含む）について理解する。!
○本時の活動!
! ・保育の現状と課題に関する講義を聴く。!
! ・講義による学習成果等について記述する。!
○本時の学習成果!
! ・保育現場の現状と課題について要点を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：講義内容を振り返る。（学習時間 ,- 分）!

６!
回!

○本時の目標! 【教育目標④】!
! ・子どもといっしょに運動会（リハーサル）。子どもといっしょに運動会のリハーサルに

参加し、各自の役割を理解する。!
○本時の活動!
! ・学生が、子どもといっしょに運動会のリハーサルに参加する。!
! ・学生が、リハーサルに関するコメントを記述する。!
○本時の学習成果!
! ・子どもといっしょに運動会での役割を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：子どもといっしょに運動会のリハーサルを振り返り、各自の役割を確認する。（学習

時間 ,- 分）!

７!
回!

○本時の目標! 【教育目標④】!
! ・子どもといっしょに運動会（本番）。学生が子どもといっしょに運動会に参加し、幼児

指導の基本を修得する。!
○本時の活動!
! ・学生が子どもといっしょに運動会に参加し、各自の役割を果たす。!
○本時の学習成果!
! ・子どもといっしょに運動会での学習成果を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：子どもといっしょに運動会を振り返り、学習成果を確認する。（学習時間 ,- 分）!

８!
回!

○本時の目標! 【教育目標④】!
! ・子どもといっしょに運動会（本番）。学生が子どもといっしょに運動会に参加し、幼児

指導の基本を修得する。!
○本時の活動!
! ・学生が子どもといっしょに運動会に参加し、各自の役割を果たす。!
○本時の学習成果!
! ・子どもといっしょに運動会での学習成果を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：子どもといっしょに運動会を振り返り、学習成果を確認する。（学習時間 ,- 分）!
!
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９!
回!

○本時の目標! 【教育目標⑥・⑦】!
! ・子どもといっしょに運動会（学習成果まとめ）。子どもといっしょに運動会に関する学

習成果を明らかにする。!
! ・目指す保育者像をイメージする。!
○本時の活動!
! ・学生が、子どもといっしょに運動会に関する学習成果を記述する。!
! ・学生がこれまでの学習を振り返り、各自が目指す保育者像を文章にまとめる。!
! ・学生が、まとめた二つの課題に関するコメントを記述する。!
○本時の学習成果!
! ・子どもといっしょに運動会に関する学習成果を説明できる。!
! ・目指す保育者像について説明できる。!
予習：これまでの配付資料を通読し、学習成果を振り返る。（学習時間 ,- 分）!
復習：目指す保育者像に近づくための自己課題を考える。（学習時間 ,- 分）!

#-!
回!

○本時の目標! 【教育目標⑤】!
! ・保育者に求められる健康（身体の健康）。保育者として求められる健康について理解す

る。!
○本時の活動!
! ・生活と健康についての講義を聴く。!
! ・講義による学習成果等について記述する。!
○本時の学習成果!
! ・「保育者として求められる健康（身体の健康）」について要点を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：授業内容を振り返り、望ましい生活について考える。（学習時間 ,- 分）!

##!
回!

○本時の目標! 【教育目標⑤】!
! ・保育者に求められる健康（心の健康）。保育者として求められる健康（心の健康）につ

いて理解する。!
○本時の活動!
! ・心の健康についての講義を聴く。!
! ・講義による学習成果等について記述する。!
○本時の学習成果!
! ・「保育者として求められる健康（心の健康）」について要点を説明できる。!
予習：心の健康について調べて 12 版 # 枚にまとめておく。授業内で提出する。（学習時間

,- 分）!
復習：講義を振り返り、望ましい心の健康についてレポートにまとめる。（学習時間 ,- 分）!

#3!
回!

○本時の目標! 【教育目標②③】!
! ・保育現場の現状と課題（３）卒業生の保育士による講演。「保育現場の現状と課題」に

ついて理解する。!
○本時の活動!
! ・本学卒業生保育士による保育現場についての講演を聴く。!
! ・講演による学習成果等について記述する。!
○本時の学習成果!
! ・保育現場の現状と課題について要点を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：講演を振り返り、目指す保育者像を考える。（学習時間 ,- 分）!



 

 Ⅰ － 69 

#4!
回!

○本時の目標! 【教育目標②③】!
! ・福祉現場の現状と課題（４）卒業生の施設保育士による講演。「福祉現場の現状と課題」

について理解する。!
○本時の活動!
! ・本学卒業生施設保育士による福祉現場についての講演を聴く。!
! ・講演による学習成果等について記述する。!
○本時の学習成果!
! ・福祉現場の現状と課題について要点を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：講演を振り返り、目指す保育者像を考える。（学習時間 ,- 分）!

#2!
回!

○本時の目標! 【教育目標⑥⑦】!
! ・小論文の書き方について学ぶ。保育者になるための自己課題・克服法をテーマとして小

論文を構想する。!
○本時の活動!
! ・小論文の書き方についての講義を聴く。!
! ・これまでの学習を振り返りつつ自己課題・克服法を考え、次回に向けて下書きをする。!
○本時の学習成果!
! ・保育者になるための自己課題・克服法について概要を説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：目指す保育者像、保育者になるための自己課題・克服法を検討する。（学習時間 ,- 分）!

#$!
回!

○本時の目標! 【教育目標⑥⑦】!
! ・小論文を実際に書いてみる。保育者になるための自己課題・克服法をテーマにした小論

文を書いてみる。!
○本時の活動!
! ・自己課題・克服法を記述した小論文の記述に入る。!
○本時の学習成果!
! ・保育者になるための自己課題・克服法を具体的に説明できる。!
予習：配付資料を通読する。（学習時間 ,- 分）!
復習：目指す保育者像、保育者になるための自己課題・克服法を確認する。（学習時間 ,- 分）!

!
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